
6  月号

■きたそらち農協総代決まる

■台湾農業部政務次長が幌加内町を視察

■新連載　東山寛の「協同ノート」

■地区担当体制のご紹介

■営農懇談会　開催
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　今年も田植えのシーズンが訪れ、５月９日から各地区で田植えが行われました！
　写真は5月20日から田植え作業を開始した�田翔吾さん（納内地区）です♪

➡記事の詳細は4ページ

～ 今月のヘッドライン ～JAきたそらちでは、ホームページ/Facebook/
Instagram/YouTubeで、魅力満載の情報を
発信中です！ぜひ、ご覧ください！
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～農業振興を通じて地域社会へ貢献～

広 報 誌広 報 誌

YouTube



4343
名
43
名

3232
名名
32
名

45
名

2424
名名
24
名

2525
名名
25
名

50
名

48
名

30
名

4545
名名
45454545
名名名名

坂
井

幸
宏

増
田

貴
志

庄
司

聡

亀
上  

健
太

米
澤

　
　明

神
尾

　
　誠

松
本  

拓
磨

道
上

　
　徹

荒
井  

秀
章

荒
井  

和
也

中
野  

善
隆

佐
々
木
弘
昭

和
田  

武
丈

神
尾  

綾
子

村
澤  

智
弥

大
井
賢
太
郎

野
原  

利
文

谷
内  
雅
俊

原
田

　
　純

寺
越  

知
宏

野
原  

章
弘

大
森  

毅
英

赤
川  

大
輔

藤
川

　
　豊

平
田  

拓
哉

松
本  

晃
典

沖
原  

貴
之

橋
本

　
　健

廣
田  

和
也

須
田

　
　守

正
田  

浩
貴

前
田  

繁
昭

藤
原  

政
行

打
譯

　
　優

尾
崎  

訓
生

毛
利  

紀
幸

塩
田

吉
範

小
畑

雅
英

砂
本

尚
紀

野
原

政
幸

横
井

優
司

五
十
嵐
幸
男

吉
澤

義
彦

清
水  

雄
斗

東
谷  

陽
一

爲
井  

新
市

山
本  

時
雄

山
田

　
　淳

近
澤  

信
吾

坂
谷
内
将
之

林  

祐
輔

楪  

勝
洋

加
賀
美  

匠

髙
﨑  

健
太

和
田  

良
夫

澁
谷  

英
夫

藤
澤  

裕

駒
村  

剛
史

片
岡  

政
幸

桐
生  

真
史

桒
野  

良
寛

加
賀
美  

敦

北
山  
宏
行

藤
田  
太
郎

川
村  

正
人

太
田  

穂

山
崎  

靖
博

飯
村  

英
樹

三
谷  

好
美

桑
原  

和
之

星
野  

敏
幸

若
林  

勝

渡
辺  

秀
政

松
原  

秀
利

石
川  

大
輔

市
場  

雅
俊

寺
本  

義
隆

齋
藤  

敏
秋

瀨
川  

直
希

曽
我
部  

透

青
木  

秀
明

米
陀  

直
樹

菊
地  

尚

加
藤  

奈
三

原  

　
　聡

寶
利  

千
芳

山
﨑  
和
徹

知
久  
秀
美

小
島  

聡
一

糸  

一
幸

高
崎

均

浦
瀧  

教
幸

松
本  

宗
和

岡
田
耕
一
郎

野
中  

和
弘

河
合  

暢

末
松  

崇
洋

谷
藤  

学

合
田  

裕

高
谷  

浩
司

溝
口  

勝

小
田  

幹
夫

松
下  

幹
信

江
幡  

良
博

荒
木  

裕
之

鬼
原  

慎
一

中
村  

広
明

村
上

誠

坂
口  

正
則

酒
井  

孝
雄

林  

和
弘

志
土
地
泰
次

伊
東  

範
勝

安
念  

純
平

中
川  

幸
生

馳  

喜
禎

但
木  

広
和

見
上  

貴
信

吉
田  

和
彦

小
畑  

幸
洋

高
瀨  

祐
一

田
中  

仁
了

松
野  

勇
二

荒
井

優

高
村  

雅
紀

種
田  

光
男

蓑
口  

邦
夫

水
野  

俊
文

野
上  

雅
弘

森
下  

徹

長
谷
川
卓
也

尾
崎  

優
也

森
田
裕
美
恵

野
澤  

浩
輝

鈴
木  

陽
志

山
田  

憲
明

板
垣  

勝
明

宮
武  

実

大
野  

宏
隆

杉
山  

雅
一

中
村  

稔

小
原  

雅
規

青
木  

照
一

尾
崎  

成
宣

岡
田  

博
樹

大
窪  

幸
夫

久
保
田  

仁

山
田  

裕
之

竹
内

　
　誠

柏
倉  

慎
也

佐
藤  

秀
幸

森
田  

一
洋

板
垣  

昭
仁

大
井  

研
太

糸  

正
幸

細
川  

亮
一

板
垣  

政
友

池
田  

定
儀

遠
藤  

雅
仁

古
川  

和
也

光
富  

哲
也

光
富  

輝
章

鈴
木  

直
人

有
働  

正
夫

村
上  

慎
治

西
川  

雄
一

近
澤  

浩
規

畑
中  

聖
人

樋
掛  

勇
太

武
石  

勝
智

坪
田  

恭
幸

上
月  

義
雄

石
橋  

章
雄

岡
部

優

千
代
崎
幸
隆

池
田  

幸
広

伊
藤  

忠
文

太
田  

恵
一

高
島  

智
之

藤
本  

隼
人

小
林  

大
樹

鈴
木  

真
悟

平
松  

裕
也

松
平  

昌
広

藏
田  

定

池
津  

行
紀

大
林  

俊
之

橋
本  

貴
之

南  

伴
和

大
熊  

義
和

佐
々
木
雅
和

久
保
田
健
司

野
崎  

正
吉

德
光  

忍

須
見  

浩
行

中
野  

洋
章

水
上  

建
二

齋
藤  

功
幸

松
長  

伸
哉

沖
田  

努

吉
本  

昌
史

造
田  

裕
一

藤
田
涼
太
郎

竹
ヶ
原
広
和

鈴
木  

僚
一

志
部
谷  

悟

長
田  

敬
一

小
玉  

光
憲

佐
々
木
健
一

明
道  

昭
典

髙
橋

　
　勲

沖
田  

孝
俊

越
前  

勤

長
谷
部  

朋

永
野  

義
典

小
嶋  

隼
人

廣
瀬  

功

安
部  

直
樹

金
山  

勇
太

山
本  

光
也

岩
倉  

祥
隆

松
永  

尊

朝
倉  

億
法

竹
林  

義
晃

植
松  

春
雄

浅
野  

義
春

橋
本

　
　哲

吉
田  

庄
吾

坂
巻  

裕
人

道
下  

剛

辻  

英
昭

伊
藤  

守
恭

平
林  

和
美

森
島  

朝
夫

山
田  

敏
光

川
島  

史
伸

前
田  

規
文

干
場  

守

山
本  

敏
崇

白
岡  

直
樹

西
山  

孝
則

江
田  

正

髙
田  

幸
喜

大
場  

淳

吉
田  

修

藤
井  

孝
裕

川
田  

透

黄
倉  

正
泰

川
村  

祐
太

松
田  

力

渡
辺  

恵
一

藤
井  

明
紀

髙
橋  

孝
行

金
山  

和
幸

川
瀬

崇

伊
藤  

隆
幸

髙
田  

昌
幸

井
﨑  

倫
義

續
木  

裕
己

尾
崎  

浩
郎

深
瀬  

友
博

佐
藤  

綾
人

川
本  

隆
幸

竹
谷  

全

堂
前  

諭
弥

廣
瀬  

一
真

善
岡  

浩
樹

野
田  

信
明

西
河  

和
典

北
村  

富
子

本
間  

博
志

村
上  

勝
彦

岩
本  

浩
人

黒
田  

伸
一

伊
藤  

孝
司

宇
野  

利
徳

熊
野  

篤

中
河  

聖
弘

蔵
前  

文
彦

篠
原  

剛

市
村  

良
治

山
内  

勝
治

北
村  

利
樹

鹿
島  

邦
治

阿
部  

隆
幸

古
林  

一
文

平
野  

利
幸

藤
井  

祐

古
屋  

伸
幸

花
岡  

恵
佑

畠
山  

勝
利

笠
井  

正
展

藤
野  

勝
正

き
た
そ
ら
ち
農
協
総
代
決
ま
る

　
૯
代
ީ
ิ
の
ਪ
નớ
立
ީ
ิ
Ờಧ
を
̑
月
10
日
で
క
め
੾
り
ỏશ
һ
ແ
౤
ථ
ਪ
ન
で
ܾ
ま
り

ま
し
ͨ
Ố

　
౰
બ
ऀ
は
࣍
の
通
り
で
す
Ốớ
ܟ
শ
ུ
Ờ

　
೚
期
⽅
ྩ
和
̓
年
̑
月
24
日
か
ら
ྩ
和
10
年
̑
月
23
日
ま
でớ
̏
年
ؒ
Ờ

吉
成  

克
彦

吉
成
慎
太
郎

宮
原  

克
弘

関
口  

豪

藤
田  

眞
一

南
谷  

秀
明

（2）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



43
名

32
名

45
名

24
名

25
名

5050
名名
50
名

48
名
48
名

3030
名
30
名

坂
井

幸
宏

増
田

貴
志

庄
司

聡

亀
上  

健
太

米
澤

　
　明

神
尾

　
　誠

松
本  

拓
磨

道
上

　
　徹

荒
井  

秀
章

荒
井  

和
也

中
野  

善
隆

佐
々
木
弘
昭

和
田  

武
丈

神
尾  

綾
子

村
澤  

智
弥

大
井
賢
太
郎

野
原  

利
文

谷
内  

雅
俊

原
田

　
　純

寺
越  

知
宏

野
原  

章
弘

大
森  

毅
英

赤
川  

大
輔

藤
川

　
　豊

平
田  

拓
哉

松
本  

晃
典

沖
原  

貴
之

橋
本

　
　健

廣
田  

和
也

須
田

　
　守

正
田  

浩
貴

前
田  

繁
昭

藤
原  

政
行

打
譯

　
　優

尾
崎  

訓
生

毛
利  

紀
幸

塩
田

吉
範

小
畑

雅
英

砂
本

尚
紀

野
原

政
幸

横
井

優
司

五
十
嵐
幸
男

吉
澤

義
彦

清
水  

雄
斗

東
谷  

陽
一

爲
井  

新
市

山
本  

時
雄

山
田

　
　淳

近
澤  

信
吾

坂
谷
内
将
之

林  

祐
輔

楪  

勝
洋

加
賀
美  

匠

髙
﨑  

健
太

和
田  

良
夫

澁
谷  

英
夫

藤
澤  

裕

駒
村  

剛
史

片
岡  

政
幸

桐
生  

真
史

桒
野  

良
寛

加
賀
美  

敦

北
山  

宏
行

藤
田  

太
郎

川
村  

正
人

太
田  

穂

山
崎  

靖
博

飯
村  

英
樹

三
谷  

好
美

桑
原  

和
之

星
野  

敏
幸

若
林  

勝

渡
辺  

秀
政

松
原  

秀
利

石
川  

大
輔

市
場  

雅
俊

寺
本  

義
隆

齋
藤  

敏
秋

瀨
川  

直
希

曽
我
部  

透

青
木  

秀
明

米
陀  

直
樹

菊
地  

尚

加
藤  

奈
三

原  

　
　聡

寶
利  

千
芳

山
﨑  

和
徹

知
久  

秀
美

小
島  

聡
一

糸  

一
幸

高
崎

均

浦
瀧  

教
幸

松
本  

宗
和

岡
田
耕
一
郎

野
中  

和
弘

河
合  

暢

末
松  

崇
洋

谷
藤  

学

合
田  

裕

高
谷  

浩
司

溝
口  

勝

小
田  

幹
夫

松
下  

幹
信

江
幡  

良
博

荒
木  

裕
之

鬼
原  

慎
一

中
村  

広
明

村
上

誠

坂
口  

正
則

酒
井  

孝
雄

林  

和
弘

志
土
地
泰
次

伊
東  

範
勝

安
念  

純
平

中
川  

幸
生

馳  

喜
禎

但
木  

広
和

見
上  

貴
信

吉
田  

和
彦

小
畑  

幸
洋

高
瀨  

祐
一

田
中  

仁
了

松
野  

勇
二

荒
井

優

高
村  

雅
紀

種
田  

光
男

蓑
口  

邦
夫

水
野  

俊
文

野
上  

雅
弘

森
下  

徹

長
谷
川
卓
也

尾
崎  

優
也

森
田
裕
美
恵

野
澤  

浩
輝

鈴
木  

陽
志

山
田  

憲
明

板
垣  

勝
明

宮
武  

実

大
野  

宏
隆

杉
山  

雅
一

中
村  

稔

小
原  

雅
規

青
木  

照
一

尾
崎  

成
宣

岡
田  

博
樹

大
窪  

幸
夫

久
保
田  

仁

山
田  

裕
之

竹
内

　
　誠

柏
倉  

慎
也

佐
藤  

秀
幸

森
田  

一
洋

板
垣  

昭
仁

大
井  

研
太

糸  

正
幸

細
川  

亮
一

板
垣  

政
友

池
田  

定
儀

遠
藤  

雅
仁

古
川  

和
也

光
富  

哲
也

光
富  

輝
章

鈴
木  

直
人

有
働  

正
夫

村
上  

慎
治

西
川  

雄
一

近
澤  

浩
規

畑
中  
聖
人

樋
掛  
勇
太

武
石  

勝
智

坪
田  

恭
幸

上
月  

義
雄

石
橋  

章
雄

岡
部

優

千
代
崎
幸
隆

池
田  

幸
広

伊
藤  

忠
文

太
田  

恵
一

高
島  

智
之

藤
本  

隼
人

小
林  

大
樹

鈴
木  

真
悟

平
松  

裕
也

松
平  

昌
広

藏
田  

定

池
津  

行
紀

大
林  

俊
之

橋
本  

貴
之

南  

伴
和

大
熊  

義
和

佐
々
木
雅
和

久
保
田
健
司

野
崎  

正
吉

德
光  

忍

須
見  

浩
行

中
野  

洋
章

水
上  

建
二

齋
藤  
功
幸

松
長  
伸
哉

沖
田  
努

吉
本  

昌
史

造
田  

裕
一

藤
田
涼
太
郎

竹
ヶ
原
広
和

鈴
木  

僚
一

志
部
谷  

悟

長
田  

敬
一

小
玉  

光
憲

佐
々
木
健
一

明
道  

昭
典

髙
橋

　
　勲

沖
田  

孝
俊

越
前  

勤

長
谷
部  

朋

永
野  

義
典

小
嶋  

隼
人

廣
瀬  

功

安
部  

直
樹

金
山  

勇
太

山
本  

光
也

岩
倉  

祥
隆

松
永  

尊

朝
倉  

億
法

竹
林  

義
晃

植
松  

春
雄

浅
野  

義
春

橋
本

　
　哲

吉
田  
庄
吾

坂
巻  
裕
人

道
下  
剛

辻  

英
昭

伊
藤  

守
恭

平
林  

和
美

森
島  

朝
夫

山
田  

敏
光

川
島  

史
伸

前
田  

規
文

干
場  

守

山
本  

敏
崇

白
岡  

直
樹

西
山  

孝
則

江
田  

正

髙
田  

幸
喜

大
場  

淳

吉
田  

修

藤
井  

孝
裕

川
田  

透

黄
倉  

正
泰

川
村  

祐
太

松
田  

力

渡
辺  

恵
一

藤
井  

明
紀

髙
橋  

孝
行

金
山  

和
幸

川
瀬

崇

伊
藤  

隆
幸

髙
田  

昌
幸

井
﨑  

倫
義

續
木  

裕
己

尾
崎  

浩
郎

深
瀬  

友
博

佐
藤  
綾
人

川
本  
隆
幸

竹
谷  
全

堂
前  

諭
弥

廣
瀬  

一
真

善
岡  

浩
樹

野
田  

信
明

西
河  

和
典

北
村  

富
子

本
間  

博
志

村
上  

勝
彦

岩
本  

浩
人

黒
田  

伸
一

伊
藤  

孝
司

宇
野  

利
徳

熊
野  

篤

中
河  

聖
弘

蔵
前  

文
彦

篠
原  

剛

市
村  

良
治

山
内  

勝
治

北
村  

利
樹

鹿
島  

邦
治

阿
部  

隆
幸

古
林  

一
文

平
野  

利
幸

藤
井  

祐

古
屋  

伸
幸

花
岡  
恵
佑

畠
山  
勝
利

笠
井  
正
展

藤
野  

勝
正

き
た
そ
ら
ち
農
協
総
代
決
ま
る

　
૯
代
ީ
ิ
の
ਪ
નớ
立
ީ
ิ
Ờಧ
を
̑
月
10
日
で
క
め
੾
り
ỏશ
һ
ແ
౤
ථ
ਪ
ન
で
ܾ
ま
り

ま
し
ͨ
Ố

　
౰
બ
ऀ
は
࣍
の
通
り
で
す
Ốớ
ܟ
শ
ུ
Ờ

　
೚
期
⽅
ྩ
和
̓
年
̑
月
24
日
か
ら
ྩ
和
10
年
̑
月
23
日
ま
でớ
̏
年
ؒ
Ờ

吉
成  

克
彦

吉
成
慎
太
郎

宮
原  

克
弘

関
口  

豪

藤
田  

眞
一

南
谷  

秀
明

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（3）



今年も田植えスタート！！今年も田植えスタート！！
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幌加内支所

北竜支所

台湾農業部政務次長が幌加内町を訪問
『そばのまち・幌加内と台湾、国境を越えた農業交流』

北竜中3年生が沖縄県で
「ひまわりライス」をPR
北竜中3年生が沖縄県で
「ひまわりライス」をPR
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͓໰合ͤ
ٻྉ੥ࢿ
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ٻྉ੥ࢿ

令和7年౓より　௨ֶ制։࢝令和7年౓より　௨ֶ制։࢝
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新入職員のお知らせ
（キャリア採用）

新入職員のお知らせ
（キャリア採用）

青年部深川支部・雨竜支部のインスタはこちら！青年部深川支部・雨竜支部のインスタはこちら！

೶ۀৼڵ部からのお知らせ

ాத　݈ే

令和7年5月1日付

たなか けんと

ۚ༥ࡁڞ部　ব֎課

よろしくお願いします！よろしくお願いします！

労働者を雇用する農業者・農業法人の皆様

『改正労働安全衛生規則』 の詳細や「熱中症」対応フローの様式などは
ＪＡきたそらちホームページよりダウンロードいただけます。
https://www.ja-kitasorachi.com/general/7055/

当該農業者等に対して、熱中症があった際に対応できるよう
「早期発見のための体制整備」
「重篤化を防止するための措置の実施手順の作成」
を行い、その内容を関係作業者に周知することを義務付けるもの

令和7年6月1日に『改正労働安全衛生規則』が施行されることに伴い

適切に行わなかった場合、6か月以下の懲役または50万円以下の罰金が課されます
（労働安全衛生法第119条）

「熱中症対策」が義務化されます！
内　　容

必要事項を記載した
「張り紙（「熱中症」対応フローなど）」を
事務所等に掲示することが有効となります

対　　策

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（11）



Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
の
組
合
員
の
み
な
さ

ん
、
Ｊ
Ａ
の
役
職
員
も
含
め
た
関
係
機
関
の

み
な
さ
ん
、
初
め
ま
し
て
。
北
海
道
大
学
農

学
部
で
教
員
を
し
て
お
り
ま
す
東
山
と
申
し

ま
す
。
わ
た
く
し
の
専
門
は
農
業
経
済
学
で
、

北
海
道
の
農
業
現
場
や
関
係
機
関
の
第
一
線

で
ご
活
躍
の
皆
様
か
ら
日
々
、
勉
強
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
２
年
前
に
コ
メ
・

水
田
農
業
を
研
究
す
る
全
国
的
な
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
、
わ
た
く
し
と
し

て
は
北
海
道
を
代
表
す
る
水
田
地
帯
と
し
て

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
管
内
に
注
目
し
て
、
折
に

触
れ
て
い
ろ
い
ろ
と
ご
教
示
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
ん
な
ご
縁
も
あ
り
、
年
に
３
回
(
２
月
、

６
月
、
11
月
)
の
連
載
と
し
て
貴
Ｊ
Ａ
の
広

報
誌
に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
５
月
21
日
に
江
藤
拓
農
水
大
臣
が

突
然
の
辞
任
と
な
り
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。

後
任
の
小
泉
進
次
郎

新
農
水
大
臣
は
会
見

で
「
一
番
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

は
コ
メ
だ
。
コ
メ
に
尽
き
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。
コ
メ
問
題
が
農
政
の
最
重
要
課
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
焦
点
は
３
つ
あ
る
と
思
い
ま

す
。
１
つ
目
は
、
コ
メ
の
小
売
価
格
が
３
月

以
降
、
５
㌕
当
た
り
４
千
円
(
税
込
)
を
超

え
て
い
る
状
況
に
ど
う
対
処
す
る
か
で
す
。

小
売
価
格
は
昨
年
比
で
ち
ょ
う
ど
２
倍
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
生
産
者
の
受
取
価
格
は
そ

こ
ま
で
い
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
意

味
で
も
「
高
い
」
と
言
え
ま
す
。
２
つ
目
は
、

３
月
10
日
か
ら
政
府
備
蓄
米
の
放
出
(
入
札
)

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
「
値
頃
感
」

の
あ
る
コ
メ
と
し
て
消
費
者
の
手
元
に
行
き

渡
っ
て
い
な
い
問
題
で
す
。
３
つ
目
は
、
い

ま
こ
の
状
況
で
、
コ
メ
(
主
食
用
米
)
を
増

産
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
明
ら
か
な
の
に
、

国
と
し
て
そ
の
掛
け
声
を
出
し
切
れ
て
い
な

い
と
い
う
問
題
で
す
。
小
泉
新
大
臣
が
こ
の

３
つ
の
問
題
に
き
ち
ん
と
対
処
し
て
く
れ
る

の
か
、
注
目
し
て
い
ま
す
。

備
蓄
米
に
つ
い
て
は
、
放
出
前
は
98
万
㌧

く
ら
い
の
在
庫
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

年
産
は
、
令
和
２
年
産
か
ら
６
年
産
ま
で
の

５
年
分
で
す
。
こ
れ
ま
で
３
回
の
入
札
で
、

計
31
万
㌧
を
放
出
し
ま
し
た
。
年
産
の
新

し
い
も
の
か
ら
出
し
て
い
る
の
で
、
６
年
産

(
新
米
)
と
５
年
産
(
古
米
)
は
大
体
底
を

つ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
５
月
に
予
定
し

て
い
た
４
回
目
の
入
札
は
延
期
に
な
り
ま
し

た
が
、
４
年
産
(
古
古
米
)
を
中
心
と
す
る

予
定
で
し
た
。
競
争
入
札
の
か
た
ち
を
取
っ

て
い
る
の
で
、
落
札
業
者
(
主
に
全
農
)
は

い
ま
の
相
場
、
相
対
取
引
価
格
に
近
い
水
準

で
札
を
入
れ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
備

蓄
米
の
放
出
で
価
格
を
下
げ
た
い
の
で
あ
れ

ば
、
政
府
買
入
価
格
＋
保
管
経
費
で
売
り
渡

す
べ
き
で
す
。

農
水
省
が
取
り
ま
と
め
た
今
年
４
月
末
時

点
の
全
国
の
作
付
意
向
に
よ
る
と
、
主
食
用

米
の
生
産
を
「
増
や
す
」
と
答
え
た
の
は
北

海
道
・
東
北
・
北
陸
・
関
東
を
中
心
と
し
た

34
道
県
で
、
合
計
７
万
５
千
㌶
ほ
ど
が
増
え

る
見
込
み
で
す
。
た
だ
、
増
え
る
面
積
の
９

割
が
北
海
道
・
東
日
本
で
西
日
本
は
つ
く
る

力
が
失
わ
れ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。
増
産

す
る
量
は
合
計
40
万
㌧
と
大
き
い
で
す
が
、

い
ま
備
蓄
米
の
放
出
で
最
大
60
万
㌧
ほ
ど
穴

を
あ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
こ
れ
で
は

足
り
な
い
で
し
ょ
う
。
全
国
一
律
で
進
め
て

き
た
生
産
調
整
の
や
り
方
を
見
直
し
、
国
が

先
頭
に
立
っ
て
メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た
増
産
へ

の
支
援
を
行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
。

コ
メ
政
策
見
直
し
の
焦
点
は

１
９
６
７
年
札
幌
市
生
ま
れ
。
北
海
道
大

学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
。
博
士
（
農
学
）。
秋
田
県
立
農
業
短
期

大
学
、
秋
田
県
立
大
学
生
物
資
源
科
学
部

を
経
て
、
２
０
０
４
年
北
海
道
大
学
大
学

院
農
学
研
究
院
助
手
。
助
教
、
講
師
、
准

教
授
を
経
て
、
２
０
２
１
年
よ
り
現
職
。

東
山
寛
の

「
協
同
ノ
ー
ト
」

北
海
道
大
学
大
学
院

農
学
研
究
院

教
授

東
山　
　
寛

第
１
回
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●各市町からの助成を受けるためには、検診結果が各市町に提供されることに同意する事が必要です。
●上記以外に前立腺がん検診やB型・Ｃ型肝炎検査などのオプション検診が用意されております。
●令和7年4月1日以降発行の「特定健康診査受診券」を、すでに掛かりつけの病院等で使用された方につきましては市町の助成金はありません。
●巡回ドック受診の際には「健康保険証(マイナ保険証を利用の方はマイナンバーカード）」と「特定健康診査受診券」を忘れずにご持参下さい。
●ड෇࣌ؒͱਓ਺Λࢦఆ͍͖ͤͯͨͩ͞·͢ɻ
●଴߹εϖʔεͷີूঢ়ଶ๷ࢭાஔͷͨΊɺ͝ر๬࣌ؒʹఴ͑ͳ͍৔߹͕͟͝·͕͢Կଔ͝ཧղͷఔ͓͍͍ͨ͠ئ·͢ɻ

☆お申し込み方法や日程などの詳細につきましては、各支所の人間ドック担当者へお問い合わせ願います。

　巡回ドック健診項目

■市・町・ＪＡの助成後の
　検診料金

基本తͳ߲目
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ಛ定݈਍、͕Μݕ਍
※以下項目は、一定の基準により医師が必要と認めた場合に実施します。

心電図、眼底検査、貧血検査、血清クレアチニン検査

※以下項目を、一定の基準により医師が必要と認め検診を実施した場合は別途料金がかかります。
心電図1,430円、眼底検査638円、貧血検査232円、血清クレアチニン検査110円

※以下項目を、一定の基準により医師が必要と認め検診を実施した場合は別途料金がかかります。ただし、国保で40歳～74歳の方
　は市の助成があります。心電図1,430円、眼底検査638円、貧血検査232円、血清クレアチニン検査110円

※JA助成金（5,000円）対象は、正組合員及び同居している家族・農業に従事している家族です。
　准組合員の方は対象外です。
※社会保険の方の金額は、協会けんぽへ申込後の金額です。

※国保で39歳以下の方は19,800円となります。

※加入保険により検診料金が変わります。
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あなたの健康は家族の幸せの第一歩！！
年１回のドック受診をおすすめいたします。
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地区担当体制のご紹介
　ＪＡでは、組合員と共に地域農業を振興し、より良いＪＡ運営に向けて、地区担当体制を整備してい
ます。今後、全戸巡回等を通じて組合員一人ひとりとの情報交換・ビジョンの共有を図って参りますので、
よろしくお願いします。
　つきましては、本年度の地区担当職員及び作物別・部門別の担当職員をご紹介いたします。

一已地区
【上段・左より】
　戸嶋　凌太　　係　　（深川支所営農課）
　丸岡　章一　　課長　（深川米穀施設課）　
　板見　秀二　　主査　（深川米穀施設課）
　松田　和弥　　係　　（振興課）
　高桑　陵子　　主査　（営農企画課）
　打譯　將樹　　係　　（資材推進課）

【下段・左より】
　谷内　健二　　主査　（融資課）
　一戸　栄治　　主査　（融資課）
　岡部慎一郎　　主査　（渉外課）
　上埜　祐輝　　係　　（渉外課）
　千石　倖輔　　係　　（渉外課）

◎地区リーダー

　渡辺　康貴　考査役（深川支所営農課）

メム地区

【上段・左より】
　亀島　健吾　　係　　（深川支所営農課）
　小島　和也　　主査　（深川米穀施設課）　
　廣田　　淳　　課長　（振興課）

【下段・左より】
　長内　大貴　　係　　（資材推進課）
　太田　久志　　考査役（融資課）
　上埜　祐輝　　係　　（渉外課）

◎地区リーダー

　正田　佳子　　主査（深川支所営農課）

音江地区

【上段・左より】
　千葉祐太朗　　係　　（深川支所営農課）
　松本　定幸　　課長　（営農企画課）　
　小田島祐冴　　係　　（資材推進課）

【下段・左より】
　松本　大輝　　主査　（融資課）
　岡部慎一郎　　主査　（渉外課）

◎地区リーダー

　吉田　拓哉　　主査（深川支所営農課）

（14）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



納内地区

【上段・左より】
　近江　陽斗　　係　　（深川支所営農課）
　白川　　航　　係　　（営農企画課）　
　河端小弥太　　係　　（営農企画課）

【下段・左より】
　越智　順哉　　課長　（資材推進課）
　堀口　敦暉　　係　　（融資課）
　千石　倖輔　　係　　（渉外課）

◎地区リーダー

　辻　聖也　　主査（深川支所営農課）

多度志地区

【上段・左より】
　近江　陽斗　　係　　（深川支所営農課）
　小松　　努　　主査　（振興課）　
　中村　　勇　　係　　（資材推進課）

【下段・左より】
　山田　睦未　　係　　（融資課）
　千石　倖輔　　係　　（渉外課）
　佐藤　恭丞　　係　　（渉外課）

◎地区リーダー

　松本　隆史　　係（深川支所営農課）

雨竜地区
◎地区リーダー

　荒田　勇次　　課長（雨竜支所営農課）

ೆ੝

【左より】山田　雅典　　係　　（雨竜支所営農課）
　　　　　齊藤　蒼斗　　係　　（雨竜資材課）　
　　　　　薄木　康弘　　調査役（金融共済雨竜支所）

【左より】荒田　勇次　　課長　（雨竜支所営農課）
　　　　　北町　直樹　　係　　（雨竜資材課）　
　　　　　薄木　康弘　　調査役（金融共済雨竜支所）

౦ӫ

੢

【左より】渡部　翔也　　係　　（雨竜支所営農課）
　　　　　田中　大治　　課長　（雨竜資材課）　
　　　　　清水　孝輝　　係　　（金融共済雨竜支所）

【左より】佐野　芙弥子　係　　（雨竜支所営農課）
　　　　　田中　大治　　課長　（雨竜資材課）　
　　　　　清水　孝輝　　係　　（金融共済雨竜支所）

தԝ

ຊ຀

【左より】藤本　　篤　　主査　（雨竜支所営農課）
　　　　　土永　美幸　　主査　（雨竜資材課）　
　　　　　松井　修司　　課長　（金融共済雨竜支所）

【左より】伊藤　勝成　　主査　（雨竜支所営農課）
　　　　　北町　直樹　　係　　（雨竜資材課）　
　　　　　松井　修司　　課長　（金融共済雨竜支所）

๺༑
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北竜地区
◎地区リーダー

　武田　裕二　　課長（北竜支所営農課）

【左より】墓田　準也　　主査　（北竜支所営農課）
　　　　　阿部　龍弥　　係　　（北竜資材課）　
　　　　　小野寺修一　　課長　（金融共済北竜支所）

【左より】尾崎　　壮　　係　　（北竜支所営農課）
　　　　　阿部　龍弥　　係　　（北竜資材課）　
　　　　　小野寺修一　　課長　（金融共済北竜支所）

【左より】尾崎　　壮　　係　　（北竜支所営農課）
　　　　　上月　　洋　　課長　（北竜資材課）　
　　　　　小笠原　清　　考査役（金融共済北竜支所）

【左より】石野　泰誠　　係　　（北竜支所営農課）
　　　　　上月　　洋　　課長　（北竜資材課）　
　　　　　小笠原　清　　考査役（金融共済北竜支所）

【左より】阿部　孝司　　主査　（北竜支所営農課）
　　　　　藤瀬渉太郎　　　係　（北竜資材課）　
　　　　　古木　亮裕　　主査　（金融共済北竜支所）

幌加内地区
◎地区リーダー

　前野　尚弘　　課長（幌加内支所営農課）

ೆຈ

【左より】嶺岸　智也　　係　　（幌加内支所営農課）
　　　　　前田真作之　　課長　（幌加内資材課）　
　　　　　中村　　元　　係　　（金融共済幌加内支所）

【左より】中原　　淳　　主査　（幌加内支所営農課）
　　　　　前田真作之　　課長　（幌加内資材課）　
　　　　　渡辺　拓也　　課長　（金融共済幌加内支所）

ຈத

ຈཬ

【左より】宮田　大輔　　係　　（幌加内支所営農課）
　　　　　小野　裕之　　係　　（幌加内資材課）　
　　　　　齋藤　悠介　　係　　（金融共済幌加内支所）

【左より】小野　裕之　　係　　（幌加内資材課）
　　　　　齋藤　悠介　　係　　（金融共済幌加内支所）

๺ຈ

ปਫɾ
ଜؠ
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青果部青果課　作物別担当

川本　雄太　課長
青果物全般

楠木　貴博　主査
胡瓜
南瓜

アスパラ
長いも

にんにく
兼、幌加内地区担当

柏倉　隆芳　主査
北斗メロン

さやいんげん
アスパラ
ピーマン
長ねぎ
いちご
玉ねぎ

蓑口　達矢　主査
旬菜

冨田　貴浩　 係
暑寒メロン

マダーボール
スイートコーン

果樹
兼、雨竜地区担当

藤川　憂也　 係
ひまわりメロン
ひまわりすいか

トマト
醸造用ぶどう

兼、北竜地区担当

衣川　馨竣　 係
ミニトマト

長いも
百合根

さつまいも

販売部農産課　作物別担当

森島　直樹　 課長
そば他全般

齋藤　直寛　 主査
小豆・雑穀

佐野　雄平　 主査
そば・小麦・大豆

荒井　悠志　 係
馬鈴薯

毛利　陽紀　 係
馬鈴薯

和田　蒼士　 係
小麦・大豆

長場　夏太　 係
そば・てん菜

村上　裕太　 係
小麦・大豆

各支所営農課　担い手担当

川田　博行　 課長
（深川支所営農課）

ਂ઒ࢧॴ

荒田　勇次　 課長
（雨竜支所営農課）

Ӎཽࢧॴ

武田　裕二 　課長
（北竜支所営農課）

๺ཽࢧॴ

嶺岸　智也 　 係
（幌加内支所営農課）

ຈՃ಺ࢧॴ
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●
生
産
部
会
を
縮
小
・
再
編
し
て

は
ど
う
か
。

●
現
在
も
縮
小
し
て
い
る
最
中
で
、

令
和
７
年
も
集
約
し
て
い
く
方
向
。

●
組
合
員
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、

Ｊ
Ａ
の
役
員
定
数
も
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

●
次
期
役
員
改
選
（
令
和
10
年
）

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
各
地
区
の
役
員
報
酬
に
つ
い
て
、

出
役
や
職
責
に
見
合
っ
て
い
る
の

か
。
財
源
的
な
検
討
も
必
要
だ
が
、

組
合
員
の
代
表
と
し
て
務
め
て
頂

い
て
い
る
た
め
、
組
合
員
か
ら
徴

収
し
て
も
良
い
と
思
う
。
役
員
に
は
、

す
ご
く
頑
張
っ
て
頂
い
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
。

●
今
回
は
職
員
の
給
与
を
先
行
し
て

見
直
し
さ
せ
て
頂
き
、新
採
用
職
員
・

既
存
職
員
の
給
与
改
定
を
行
っ
た
。

役
員
報
酬
に
関
し
て
は
、「
役
員
報

酬
審
議
会
」
も
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
審
議
会
の
意
見
も
い
た
だ
き
な

が
ら
提
案
し
て
い
き
た
い
。

●
職
員
の
退
職
が
増
え
て
お
り
、

組
合
員
の
営
農
に
も
支
障
が
出
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
退
職
者
を

止
め
る
改
善
策
な
ど
を
考
え
て
頂

き
た
い
。

●
管
内
の
Ｊ
Ａ
と
比
較
し
て
、
当

Ｊ
Ａ
が
突
出
し
て
離
職
率
が
高
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
離
職

者
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
事

実
で
す
。
退
職
理
由
と
し
て
は
、

転
職
や
就
農
・
婚
姻
が
主
な
内
容

で
す
が
、
今
の
人
事
制
度
や
環
境

が
不
満
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

職
員
と
の
面
談
や
自
己
申
告
に
よ

る
意
見
の
聴
取
、
賃
金
面
や
労
働

環
境
の
見
直
し
等
を
進
め
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
現
職
員
・
新
採

用
職
員
の
満
足
度
を
高
め
る
対
策

が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、

組
合
員
の
皆
様
に
も
ご
理
解
・
ご

協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

●
各
地
区
の
役
員
定
数
の
定
め
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

●
現
在
、
正
組
合
員
２
０
０
戸
に

対
し
て
地
区
選
出
理
事
２
名
、
連

合
会
役
員
に
就
任
し
て
い
る
場
合

は
１
名
の
追
加
を
可
能
と
し
て
い

る
。
本
年
４
月
か
ら
は
、
特
任
理

事
（
女
性
理
事
）
を
新
た
に
設
け
、

現
在
の
規
定
で
は
、
理
事
18
名
〜

22
名
、
監
事
４
名
〜
５
名
の
定
め

と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
４
月
か

ら
は
、
理
事
21
名
、
監
事
５
名
の

就
任
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
理
事
会
で
議
論
さ
れ
た
内
容
を

組
合
員
が
知
る
機
会
が
な
い
た
め
、

広
報
な
ど
で
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

●
広
報
に
理
事
会
の
協
議
内
容
を

掲
載
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

今
後
、
組
合
員
巡
回
等
も
予
定
し

て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
機
会
を

通
じ
て
組
合
員
に
周
知
す
る
方
法

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
総
代
会
に
付
議
す
る
「
定
款
の

変
更
」
は
非
常
に
重
要
な
案
件
で

あ
り
、
営
農
懇
談
会
で
も
し
っ
か

り
と
説
明
し
て
欲
し
い
。

●
次
回
か
ら
そ
の
よ
う
に
致
し
ま

す
。

●
貯
金
窓
口
の
受
付
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
ま
た
は
簡
素
化
の
一

環
に
な
っ
て
い
る
か
と
思
う
が
、

伝
票
な
ど
を
最
終
的
に
発
行
す
る

と
聞
い
た
。
効
率
化
で
き
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
操
作
に
戸
惑
っ
て

い
る
人
が
い
る
と
職
員
が
操
作
方

法
を
説
明
し
て
い
る
が
、
反
対
に

業
務
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

●
全
国
統
一
の
導
入
と
な
っ
て
い

ま
す
。
事
務
段
階
で
は
検
証
書
類

と
し
て
１
枚
発
行
し
保
管
す
る
こ

と
が
現
状
で
す
。
伝
票
等
の
在
庫

管
理
軽
減
や
、
端
末
入
力
レ
ス
に

よ
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ス
の
軽

減
な
ど
、
将
来
的
に
手
間
等
が
省

け
る
予
定
で
す
が
、
稼
働
し
た
ば

か
り
で
改
善
点
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
将
来
的
に
効
率
が
良
く
な

る
こ
と
を
目
指
す
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
農
業
労
災
に
つ
い
て
、
各
地
域

の
加
入
率
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
加
入
に
つ
い
て
は
地
域
差
が
あ

り
ま
す
。
戸
数
割
で
一
已
94
％
、

音
江
76
・
１
％
、
メ
ム
39
・
６
％
、

納
内
81
・
８
％
、
多
度
志
72
・
９
％
、

雨
竜
95
・
６
％
、
北
竜
90
・
２
％
、

幌
加
内
71
・
１
％
、
平
均
80
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
農
林
中
金
の
赤
字
は
、Ｊ
Ａ
き
た

そ
ら
ち
に
も
影
響
が
あ
る
の
か
。

●
９
０
０
万
円
ほ
ど
出
資
し
て
い

ま
す
の
で
約
３
％
（
27
万
円
）
の

出
資
配
当
が
な
い
状
況
と
な
り
ま

す
。

●
農
協
経
営
に
お
け
る
問
題
だ
が
、

農
林
中
金
が
い
ま
２
兆
円
の
赤
字

を
出
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
き
っ
と
当
Ｊ
Ａ
か
ら
も
、
直

接
か
間
接
か
分
か
ら
な
い
が
出
資

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
出
す
の
か
、
出
さ

な
い
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

伺
い
た
い
。

●
昨
年
も
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
、
農
林
中
金
へ
の
当
Ｊ

Ａ
か
ら
の
出
資
は
９
０
０
万
円
程

で
す
。
北
海
道
に
お
い
て
は
信
連

と
農
林
中
金
の
間
で
個
別
に
出
資

増
口
の
協
議
を
し
て
い
る
と
お
聞

き
し
て
い
ま
す
が
、
当
Ｊ
Ａ
が
新

た
に
出
資
そ
の
他
の
負
担
を
抱
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
令
和
７

年
度
以
降
の
安
定
的
な
黒
字
化
を

確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
令

和
６
年
度
の
赤
字
は
最
終
的
に
１

兆
９
，
０
０
０
億
円
程
度
と
な
る

見
通
し
だ
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て

お
り
、
こ
れ
は
農
林
中
金
の
赤
字

見
通
し
の
「
１
兆
５
，
０
０
０
億

円
か
ら
２
兆
円
の
範
囲
内
」
と
い

う
こ
と
で
想
定
枠
内
に
収
ま
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

●
日
銀
の
金
利
引
き
上
げ
に
つ
い

て
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

●
道
内
の
大
手
金
融
機
関
等
の
金

利
動
向
を
注
視
し
、
同
等
の
金
利

水
準
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

●
音
江
支
所
金
融
店
舗
改
修
費
に

１
１
，
０
０
０
千
円
も
予
算
し
て

い
る
。
今
後
無
く
そ
う
と
し
て
い

る
店
舗
に
予
算
を
か
け
る
必
要
が

あ
る
の
か
、
納
内
・
多
度
志
は
ど

う
す
る
の
か
。

●
雨
漏
り
が
非
常
に
酷
く
、
高
額

に
な
っ
た
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
た

い
。
事
務
所
の
あ
り
か
た
に
つ
い

て
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

●
地
区
の
金
融
店
舗
が
無
く
な
っ

た
場
合
、
金
融
共
済
イ
チ
ヤ
ン
本

所
ま
で
行
く
こ
と
が
不
便
、
信
金

や
郵
便
局
に
顧
客
が
移
る
の
で
は
。

●
そ
の
よ
う
な
色
々
な
ご
意
見
を

伺
い
た
い
。

【
一
般
賦
課
金
に
つ
い
て
】

●
一
般
賦
課
金
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
営
農
指
導
事
業
は
ど
の
よ
う

な
内
容
な
の
か
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
営
農
に
関
わ
る
事
業
全
般
を
指

し
て
い
ま
す
。

●
組
合
員
同
士
で
合
併
な
ど
を
し
、

１
法
人
に
な
っ
た
場
合
、
賦
課
金

は
１
法
人
の
徴
収
な
の
か
。
戸
数

割
に
重
点
を
置
い
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
。

●
今
後
、
組
合
員
戸
数
が
減
少
し

て
い
く
事
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
面
積
割
を
重
点
に
お
い
た
提

案
と
し
て
い
ま
す
。

●
一
般
賦
課
金
単
価
改
定
に
つ
い

て
、
振
興
計
画
期
間
の
５
年
間
で

何
を
し
て
く
れ
る
の
か
。

●
営
農
支
援
シ
ス
テ
ム
・
ス
マ
ー

ト
農
業
・
就
農
な
ど
の
支
援
や
、

農
協
利
用
に
応
じ
た
還
元
な
ど
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

●
一
般
賦
課
金
に
つ
い
て
、
人
件

費
に
充
て
る
こ
と
は
納
得
が
い
か

な
い
。
補
助
金
助
成
金
等
組
合
員

の
た
め
に
充
て
る
も
の
だ
と
思
う

た
め
説
明
頂
き
た
い
。

●
一
般
賦
課
金
に
つ
い
て
は
、
現

状
ご
負
担
頂
い
て
い
る
以
上
に
還

元
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
事
業

運
営
に
係
る
費
用
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
今
後
も
農
協
事
業
を

安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
、
一
定

程
度
の
ご
負
担
頂
く
こ
と
を
ご
理

解
願
い
た
い
。

【
補
助
事
業
事
務
委
託
費
用
に
つ
い

て
】

●
補
助
事
業
事
務
委
託
契
約
に
つ

い
て
、
令
和
６
年
度
に
採
択
と
な
っ

た
対
象
補
助
金
総
額
を
教
え
て
頂

き
た
い
。

●
令
和
６
年
度
に
お
け
る
対
象
事

業
の
補
助
金
額
は
約
２
億
５
千
万

円
で
し
た
。

●
各
種
補
助
事
業
に
係
る
事
務
委

託
契
約
締
結
に
よ
る
取
り
進
め
に

つ
い
て
、
元
々
こ
う
い
う
も
の
が

あ
っ
た
の
か
説
明
願
う
。

●
現
状
で
は
ナ
ラ
シ
に
つ
い
て
事

務
委
託
契
約
締
結
し
、
運
用
し
て

い
ま
す
。

●
今
回
の
事
務
委
託
契
約
の
締
結

で
全
て
一
切
を
行
っ
て
頂
け
る
と

い
う
事
で
宜
し
い
か
。

●
基
本
的
取
り
進
め
に
つ
い
て
は

従
来
ど
お
り
対
応
予
定
で
す
。

●
補
助
事
業
事
務
委
託
契
約
に
つ

い
て
費
用
を
２
％
に
設
定
し
た
根

拠
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
委
託
事
務
費
用
２
％
に
つ
い
て

他
Ｊ
Ａ
の
事
例
を
参
考
に
、
理
事

会
で
協
議
を
行
い
設
定
致
し
ま
し

た
。

●
補
助
事
業
事
務
委
託
契
約
に
つ

い
て
、
組
合
員
経
営
の
安
定
化
に

資
す
る
取
組
と
し
て
支
援
体
制
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
と
な
っ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
事
務
委
託

契
約
費
用
で
支
援
強
化
を
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
の
か
教
え
て
頂

き
た
い
。

●
現
状
も
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で

申
請
事
務
に
あ
た
っ
て
お
り
、
負

担
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
増
加

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

円
滑
に
事
業
を
推
進
す
る
た
め
人

員
体
制
の
強
化
や
業
務
の
効
率
化

を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

●
事
務
委
託
契
約
費
用
の
徴
収
は

反
対
。
賦
課
金
や
利
用
率
で
は
な
く
、

皆
に
平
等
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
組
織
が
Ｊ
Ａ
だ
と
思
う
。
事
務

委
託
契
約
費
用
の
徴
収
を
採
択
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
実
績
金
額
で
２

名
ほ
ど
職
員
を
雇
用
出
来
る
金
額

と
な
る
。
事
務
省
力
化
や
よ
り
良

い
計
画
の
立
案
で
採
択
率
を
上
げ

る
な
ど
好
循
環
に
務
め
て
頂
け
れ

ば
と
思
う
。（
意
見
）

●
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
以
前
Ｊ
Ａ

で
勧
め
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
が
、

今
後
は
勧
め
て
い
く
の
か
。

●
第
８
次
農
協
振
興
計
画
の
中
で
、

環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
農

業
の
推
進
を
重
点
目
標
と
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
中
干
し
延
長
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
2
メ
タ
ン
排
出
の
削
減
も
一

つ
の
手
法
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
中
干
し
に
は
リ
ス

ク
が
あ
る
た
め
、
リ
ス
ク
提
示
も

行
い
な
が
ら
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

天
候
に
よ
っ
て
は
生
産
者
の
判
断

で
中
干
し
を
し
な
い
と
い
う
選
択

も
可
能
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

●
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
前

年
実
績
額
に
幅
が
あ
り
す
ぎ
て
、

今
年
度
取
り
組
む
か
ど
う
か
判
断

し
に
く
い
。
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

良
い
の
か
ア
ド
バ
イ
ス
も
ほ
し
い
。

●
排
水
性
の
違
い
な
ど
に
よ
る
区

分
が
あ
り
、
実
績
額
に
幅
が
あ
り

ま
す
。
令
和
７
年
度
に
つ
い
て
は
、

実
績
も
踏
ま
え
た
支
援
が
出
来
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
新
規
就
農
指
導
謝
金
の
内
容
に

つ
い
て
教
え
て
い
頂
き
た
い
。

●
地
域
内
の
農
業
・
農
村
の
安
定

発
展
を
目
指
し
、
就
農
を
希
望
す

る
研
修
生
や
新
規
就
農
者
を
支
援

す
る
た
め
、
受
入
農
家
（
法
人
含
む
）

へ
の
研
修
環
境
整
備
を
目
的
と
し

た
助
成
策
で
す
。
雇
用
就
農
者
も

対
象
者
だ
っ
た
が
、
定
着
率
が
低

か
っ
た
た
め
事
業
内
容
を
昨
年
改

定
し
、
独
立
就
農
を
目
指
す
方
の

み
に
対
象
者
を
変
更
し
た
経
過
が

あ
り
ま
す
。

●
新
規
就
農
指
導
謝
金
の
制
度
に

つ
い
て
、
組
合
員
全
員
へ
通
知
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

●
対
象
者
に
は
連
絡
し
て
い
る
。

改
め
て
広
く
周
知
す
る
よ
う
に
致

し
た
い
。

●
新
規
就
農
指
導
謝
金
事
業
に
つ

い
て
対
象
者
の
枠
を
広
げ
て
は
ど

う
か
。

●
担
い
手
は
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
重
要

な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
、
ご
意
見
を
参
考
に
検
討

致
し
ま
す
。

●
広
報
に
つ
い
て
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
の
登
録
者
数
が
少
な
い
と
感
じ

る
。
戦
略
と
し
て
懇
談
会
の
資
料

に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
貼
り
付
け
る
な

ど
周
知
し
て
は
ど
う
か
。
併
せ
て
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
動
画
作
成
や

運
営
を
プ
ロ
に
任
せ
て
は
ど
う
か
。

●
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
等
は
フ
ォ

ロ
ワ
ー
数
が
伸
び
て
効
果
が
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
が
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
現
状
で
す
。

で
き
る
範
囲
で
周
知
し
て
い
き
た

い
。
外
部
委
託
に
つ
い
て
は
検
討

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
米
の
違
約
金
に
つ
い
て
、
凶
作

の
場
合
と
米
価
が
高
騰
し
民
間
業

者
に
出
荷
し
た
場
合
の
違
約
金
が

同
様
な
の
は
お
か
し
い
の
で
は
な

い
か
。

●
６
年
産
ま
で
、
違
約
措
置
の
内

容
は
生
産
者
間
の
公
平
確
保
に
重

き
を
お
い
た
も
の
で
す
。
７
年
産

か
ら
は
従
来
の
内
容
も
踏
ま
え
見

直
し
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

見
直
し
内
容
に
つ
い
て
は
、
７
年

産
出
荷
契
約
時
に
改
め
て
周
知
致

し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
理
事
会
等

に
お
い
て
検
討
中
で
、
内
容
を
変

更
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
す
。
出
荷
し
て
頂
い
た
方

に
メ
リ
ッ
ト
を
還
元
す
る
考
え
方

は
残
し
て
い
き
ま
す
。

●
出
荷
契
約
金
に
つ
い
て
財
源
は

ど
こ
か
ら
出
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

契
約
金
を
受
け
取
り
１
俵
も
出
荷

し
な
い
人
が
い
る
と
聞
い
た
。
手

数
料
を
取
る
な
ど
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

●
財
源
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
独
自
資

金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
主
に
組

合
員
の
皆
様
に
貯
金
し
て
頂
い
た

も
の
を
総
合
的
な
予
算
財
源
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
７
年
産
に
向

け
出
荷
契
約
金
の
改
定
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

総
務
関
係

営
農
懇
談
会
開
催

営
農
懇
談
会
開
催
令
和
７
年
３
月
10
日
〜
3
月
13
日

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
懇
談
会
内
容
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

●
ҙ
ɾཁݟ
๬
ࣄ
߲

●
ର
Ԡ
౳

農
業
振
興
関
係

金
融
共
済
関
係

し
た
い
。

●
早
々
、
全
農
新
潟
が
一
般
コ
シ

ヒ
カ
リ
で
２
３
，
０
０
０
円
、
魚

沼
産
で
２
５
，
０
０
０
円
の
Ｊ
Ａ

概
算
金
を
提
示
し
、Ｊ
Ａ
魚
沼
が
販

売
価
格
を
２
８
，
０
０
０
円
か
ら

３
３
，
０
０
０
円
を
目
指
す
と
い

う
よ
う
な
内
容
が
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
期
に
概
算
金
を
提
示

す
る
と
い
う
事
は
無
い
こ
と
で
、

一
つ
の
基
準
に
な
る
と
見
て
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
単
体
で
生
産
者
概
算
金
を

い
く
ら
に
す
る
か
お
伝
え
で
き
ま

せ
ん
が
、
出
荷
契
約
時
に
概
算
金

が
イ
メ
ー
ジ
出
来
る
よ
う
、
ホ
ク

レ
ン
に
も
準
備
し
て
頂
く
よ
う
要

望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
民
間
業
者

も
既
に
入
り
、
価
格
も
提
示
し
、

網
目
の
話
ま
で
し
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
た
め
、
危
機
感
を
持
っ
て

し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
契
約
や
販
売
の
関
係
も
、
今

ま
で
と
は
違
う
手
法
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
最
低
精
算
保

証
価
格
を
決
め
た
中
で
買
取
価
格

を
設
定
し
、
そ
の
買
取
価
格
が
市

場
で
逆
転
し
た
場
合
は
市
場
価
格

に
連
動
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
、
様
々

な
手
方
で
少
し
で
も
生
産
者
の
手

取
り
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
状
況
を
踏
ま
え
、Ｊ
Ａ

に
お
米
を
出
荷
し
て
も
ら
え
る
仕

組
み
作
り
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
が
た
く
さ
ん
集
荷
す
る
と
、

Ｊ
Ａ
の
経
営
も
良
く
な
り
組
合
員

に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

思
う
の
で
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を

出
し
て
進
め
て
ほ
し
い
。（
要
望
）

●
お
米
の
価
格
だ
け
で
民
間
業
者

へ
お
米
が
流
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

庭
先
集
荷
な
ど
の
条
件
も
一
因
、

検
討
す
べ
き
で
は
。

●
集
荷
シ
ス
テ
ム
の
変
更
は
非
常

に
難
し
い
で
す
が
、
今
後
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

●
お
米
の
集
荷
業
務
に
つ
い
て
、

人
員
も
減
っ
て
い
る
た
め
、
支
所

の
集
荷
は
籾
出
荷
の
み
に
す
る
な

ど
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

●
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
検
討
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
米
価
が
高
い
た
め
、
民
間
業
者

は
播
種
前
か
ら
動
き
始
め
て
い
る
。

新
潟
で
は
早
期
に
概
算
金
を
提
示

し
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
出
荷
契

約
数
量
を
増
や
す
た
め
に
は
、
そ

れ
な
り
の
金
額
提
示
が
必
要
と
思

う
。Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
て
も
ら
う
に
は

何
か
引
き
付
け
る
も
の
が
必
要
で

は
な
い
か
。

●
現
在
の
米
価
が
適
正
だ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
情
報
収
集
に

努
め
、
国
が
示
す
適
正
価
格
も
踏

ま
え
た
上
で
出
荷
契
約
の
際
に
精

算
金
額
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

　
　

●「
き
ら
ら
３
９
７
」
に
つ
い
て
、

作
り
や
す
い
が
作
付
け
面
積
が

減
っ
て
お
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な

方
向
に
進
む
の
か
。

●「
き
ら
ら
３
９
７
」
は
全
道
的
に

生
産
量
が
減
っ
て
い
る
な
か
、
一

定
程
度
の
需
要
が
あ
り
、
今
で
は

「
な
な
つ
ぼ
し
」
と
の
価
格
差
が
５

０
０
円
ま
で
縮
ま
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン
と
し
て
は
今
後
の
需
要

は
期
待
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

「
そ
ら
き
ら
り
」
へ
シ
フ
ト
し
て
い

く
意
向
で
す
。

●
小
麦
の
施
設
増
設
を
検
討
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
施
設
を
持
っ

て
い
る
農
家
へ
外
部
委
託
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

●
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
個
々

の
農
家
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に

生
麦
を
受
け
入
れ
す
る
こ
と
が
前

提
に
あ
り
ま
す
。
生
産
者
の
面
積

も
増
え
、
品
目
構
成
も
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
た
め
、Ｊ
Ａ
で
乾
燥
調

製
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
小

麦
・
大
豆
の
拡
大
の
道
筋
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
品

種
に
つ
い
て
も
道
内
で
当
Ｊ
Ａ
が

最
初
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
他
産
地
よ
り
も
有

利
に
作
付
け
出
来
る
よ
う
検
討
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
小
麦
・
大
豆
施
設
の
増
強
ア
ン

ケ
ー
ト
が
あ
っ
た
が
、
面
積
が
増

加
し
た
な
ら
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン

グ
を
も
っ
と
有
効
活
用
し
て
は
ど

う
か
。

●
再
度
協
議
会
に
お
い
て
検
討
致

し
ま
す
。

●
小
麦
・
大
豆
施
設
の
増
強
と
「
北

見
95
号
」
へ
の
切
り
替
え
を
行
う

と
の
こ
と
だ
が
、
種
子
圃
を
設
置

し
前
年
産
の
使
用
で
は
な
く
、
当

年
産
の
種
子
を
使
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。（
要
望
）

●「
北
見
95
号
」
に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ

き
た
そ
ら
ち
が
道
内
で
初
め
て
取

り
組
む
産
地
と
な
る
た
め
、
千
数

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
応
で
き
る
種

子
を
用
意
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
併
せ
て
、
消
毒
済
み
種
子
を

供
給
で
き
る
よ
う
、
設
備
を
調
査

し
て
い
る
段
階
で
す
。

●
小
麦
・
大
豆
施
設
増
強
工
事
の

前
に
、
騒
音
や
振
動
・
地
下
水
の

影
響
、工
事
後
の
夜
間
作
業
・
照
明
・

臭
い
・
電
波
障
害
等
が
想
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
施
設
周
辺
の
非
農

家
住
民
向
け
に
説
明
会
を
開
催
し

て
頂
き
た
い
。
現
在
は
施
設
管
理

に
つ
い
て
周
辺
の
住
民
に
配
慮
し

た
運
営
を
心
が
け
て
頂
い
て
お
り

感
謝
し
て
い
る
。
今
後
と
も
人
事

異
動
等
で
担
当
職
員
が
変
わ
っ
て

も
、
引
き
続
き
施
設
の
運
営
維
持

に
勤
め
て
頂
き
た
い
。（
意
見
）

●
畜
産
業
界
は
飼
料
代
や
資
材
の

高
騰
な
ど
で
全
国
的
に
倒
産
が
相

次
い
で
い
る
。
市
や
道
は
対
策
に

乗
り
出
し
て
い
る
が
、Ｊ
Ａ
と
し
て

独
自
の
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

●
内
部
で
協
議
し
改
め
て
周
知
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

●
出
荷
契
約
の
効
力
は
ど
の
程
度

あ
る
の
か
。

●
現
在
、
理
事
会
等
で
協
議
し
て

い
る
最
中
で
す
。
契
約
行
為
で
す

の
で
契
約
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
内
容
の
変
更
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

●
米
の
価
格
に
つ
い
て
、
追
加
精

算
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
か
。

●
現
在
の
相
対
価
格
は
、
１
俵
あ

た
り
「
な
な
つ
ぼ
し
」
で
２
６
，

５
０
０
円
、「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
に
つ

い
て
は
２
８
，
０
０
０
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
共
計
費
用
、Ｊ
Ａ
手
数

料
を
控
除
し
２
４
，
０
０
０
円
以

上
の
手
取
り
と
な
る
よ
う
販
売
を

進
め
て
い
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
へ
お
米
を
出
荷
し
た
方
に

価
格
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
に
し

て
欲
し
い
。

●
検
討
中
で
あ
り
ま
す
が
、
７
年

産
か
ら
最
低
精
算
保
証
価
格
を
設

定
し
た
市
況
連
動
型
の
買
取
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

●
７
年
産
米
の
概
算
金
で
、
現
在

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
と
し
て
の
考
え

は
あ
る
の
か
。

●
全
農
新
潟
が
、
一
般
コ
シ
ヒ
カ

リ
で
２
３
，
０
０
０
円
、
魚
沼
産

で
２
５
，
０
０
０
円
を
最
低
保
証

額
と
し
て
Ｊ
Ａ
に
支
払
う
報
道
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ホ
ク
レ
ン

に
対
し
て
も
、
あ
る
程
度
の
金
額

を
示
し
て
契
約
に
結
び
付
け
て
は

ど
う
か
と
意
見
し
て
い
ま
す
。
概

算
金
の
示
し
方
も
今
ま
で
と
は
違

う
形
で
示
す
よ
う
現
在
協
議
し
て

い
ま
す
。

●
新
聞
報
道
で
全
農
新
潟
が
、
一

般
コ
シ
ヒ
カ
リ
２
３
，
０
０
０
円

と
い
う
７
年
産
米
の
Ｊ
Ａ
概
算
金

を
示
し
、
春
か
ら
の
営
農
に
備
え

る
と
い
う
記
事
を
見
た
が
、
北
海

道
で
は
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
や

呼
び
か
け
、
あ
る
い
は
生
産
ま
た

は
出
荷
奨
励
を
行
う
の
か
お
聞
き

●
Ｊ
Ａ
ܾ
算
で
໨
的
積
立
金

を
取
り
่
し
て
い
る
が
、
そ

の
理
༝
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
令
和
３
年
度
決
算
に
お
い

て
、
生
産
ࢪ
設
部
໳
の
収
支

合
計
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た

為
、
生
産
ࢪ
設
積
立
金
の
取

่
基
準
に
従
っ
て
取
り
่
し

た
も
の
で
す
。

●
令
和
̐
年
̐
݄
の
機
ߏ
改

ֵ
で
担
い
手
支
援
ࣨ
を
無
く

し
た
経
Ң
を
教
え
て
頂
き
た

い
。

●
職
員
の
人
員
確
保
が
ࠔ
難

で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
一
൪

の
要
Ҽ
で
す
。
担
い
手
支
援

ࣨ
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
業

務
は
融
資
課
に
引
き
ܧ
が
れ

る
為
巡
回
は
ܧ
続
し
て
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

●
ਂ
઒
市
内
各
支
所
の
࿝
ٺ

販
売
関
係
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●
生
産
部
会
を
縮
小
・
再
編
し
て

は
ど
う
か
。

●
現
在
も
縮
小
し
て
い
る
最
中
で
、

令
和
７
年
も
集
約
し
て
い
く
方
向
。

●
組
合
員
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、

Ｊ
Ａ
の
役
員
定
数
も
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

●
次
期
役
員
改
選
（
令
和
10
年
）

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
各
地
区
の
役
員
報
酬
に
つ
い
て
、

出
役
や
職
責
に
見
合
っ
て
い
る
の

か
。
財
源
的
な
検
討
も
必
要
だ
が
、

組
合
員
の
代
表
と
し
て
務
め
て
頂

い
て
い
る
た
め
、
組
合
員
か
ら
徴

収
し
て
も
良
い
と
思
う
。
役
員
に
は
、

す
ご
く
頑
張
っ
て
頂
い
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
。

●
今
回
は
職
員
の
給
与
を
先
行
し
て

見
直
し
さ
せ
て
頂
き
、新
採
用
職
員
・

既
存
職
員
の
給
与
改
定
を
行
っ
た
。

役
員
報
酬
に
関
し
て
は
、「
役
員
報

酬
審
議
会
」
も
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
審
議
会
の
意
見
も
い
た
だ
き
な

が
ら
提
案
し
て
い
き
た
い
。

●
職
員
の
退
職
が
増
え
て
お
り
、

組
合
員
の
営
農
に
も
支
障
が
出
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
退
職
者
を

止
め
る
改
善
策
な
ど
を
考
え
て
頂

き
た
い
。

●
管
内
の
Ｊ
Ａ
と
比
較
し
て
、
当

Ｊ
Ａ
が
突
出
し
て
離
職
率
が
高
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
離
職

者
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
事

実
で
す
。
退
職
理
由
と
し
て
は
、

転
職
や
就
農
・
婚
姻
が
主
な
内
容

で
す
が
、
今
の
人
事
制
度
や
環
境

が
不
満
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

職
員
と
の
面
談
や
自
己
申
告
に
よ

る
意
見
の
聴
取
、
賃
金
面
や
労
働

環
境
の
見
直
し
等
を
進
め
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
現
職
員
・
新
採

用
職
員
の
満
足
度
を
高
め
る
対
策

が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、

組
合
員
の
皆
様
に
も
ご
理
解
・
ご

協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

●
各
地
区
の
役
員
定
数
の
定
め
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

●
現
在
、
正
組
合
員
２
０
０
戸
に

対
し
て
地
区
選
出
理
事
２
名
、
連

合
会
役
員
に
就
任
し
て
い
る
場
合

は
１
名
の
追
加
を
可
能
と
し
て
い

る
。
本
年
４
月
か
ら
は
、
特
任
理

事
（
女
性
理
事
）
を
新
た
に
設
け
、

現
在
の
規
定
で
は
、
理
事
18
名
〜

22
名
、
監
事
４
名
〜
５
名
の
定
め

と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
４
月
か

ら
は
、
理
事
21
名
、
監
事
５
名
の

就
任
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
理
事
会
で
議
論
さ
れ
た
内
容
を

組
合
員
が
知
る
機
会
が
な
い
た
め
、

広
報
な
ど
で
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

●
広
報
に
理
事
会
の
協
議
内
容
を

掲
載
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

今
後
、
組
合
員
巡
回
等
も
予
定
し

て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
機
会
を

通
じ
て
組
合
員
に
周
知
す
る
方
法

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
総
代
会
に
付
議
す
る
「
定
款
の

変
更
」
は
非
常
に
重
要
な
案
件
で

あ
り
、
営
農
懇
談
会
で
も
し
っ
か

り
と
説
明
し
て
欲
し
い
。

●
次
回
か
ら
そ
の
よ
う
に
致
し
ま

す
。

●
貯
金
窓
口
の
受
付
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
ま
た
は
簡
素
化
の
一

環
に
な
っ
て
い
る
か
と
思
う
が
、

伝
票
な
ど
を
最
終
的
に
発
行
す
る

と
聞
い
た
。
効
率
化
で
き
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
操
作
に
戸
惑
っ
て

い
る
人
が
い
る
と
職
員
が
操
作
方

法
を
説
明
し
て
い
る
が
、
反
対
に

業
務
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

●
全
国
統
一
の
導
入
と
な
っ
て
い

ま
す
。
事
務
段
階
で
は
検
証
書
類

と
し
て
１
枚
発
行
し
保
管
す
る
こ

と
が
現
状
で
す
。
伝
票
等
の
在
庫

管
理
軽
減
や
、
端
末
入
力
レ
ス
に

よ
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ス
の
軽

減
な
ど
、
将
来
的
に
手
間
等
が
省

け
る
予
定
で
す
が
、
稼
働
し
た
ば

か
り
で
改
善
点
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
将
来
的
に
効
率
が
良
く
な

る
こ
と
を
目
指
す
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
農
業
労
災
に
つ
い
て
、
各
地
域

の
加
入
率
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
加
入
に
つ
い
て
は
地
域
差
が
あ

り
ま
す
。
戸
数
割
で
一
已
94
％
、

音
江
76
・
１
％
、
メ
ム
39
・
６
％
、

納
内
81
・
８
％
、
多
度
志
72
・
９
％
、

雨
竜
95
・
６
％
、
北
竜
90
・
２
％
、

幌
加
内
71
・
１
％
、
平
均
80
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
農
林
中
金
の
赤
字
は
、Ｊ
Ａ
き
た

そ
ら
ち
に
も
影
響
が
あ
る
の
か
。

●
９
０
０
万
円
ほ
ど
出
資
し
て
い

ま
す
の
で
約
３
％
（
27
万
円
）
の

出
資
配
当
が
な
い
状
況
と
な
り
ま

す
。

●
農
協
経
営
に
お
け
る
問
題
だ
が
、

農
林
中
金
が
い
ま
２
兆
円
の
赤
字

を
出
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
き
っ
と
当
Ｊ
Ａ
か
ら
も
、
直

接
か
間
接
か
分
か
ら
な
い
が
出
資

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
出
す
の
か
、
出
さ

な
い
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

伺
い
た
い
。

●
昨
年
も
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
、
農
林
中
金
へ
の
当
Ｊ

Ａ
か
ら
の
出
資
は
９
０
０
万
円
程

で
す
。
北
海
道
に
お
い
て
は
信
連

と
農
林
中
金
の
間
で
個
別
に
出
資

増
口
の
協
議
を
し
て
い
る
と
お
聞

き
し
て
い
ま
す
が
、
当
Ｊ
Ａ
が
新

た
に
出
資
そ
の
他
の
負
担
を
抱
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
令
和
７

年
度
以
降
の
安
定
的
な
黒
字
化
を

確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
令

和
６
年
度
の
赤
字
は
最
終
的
に
１

兆
９
，
０
０
０
億
円
程
度
と
な
る

見
通
し
だ
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て

お
り
、
こ
れ
は
農
林
中
金
の
赤
字

見
通
し
の
「
１
兆
５
，
０
０
０
億

円
か
ら
２
兆
円
の
範
囲
内
」
と
い

う
こ
と
で
想
定
枠
内
に
収
ま
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

●
日
銀
の
金
利
引
き
上
げ
に
つ
い

て
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

●
道
内
の
大
手
金
融
機
関
等
の
金

利
動
向
を
注
視
し
、
同
等
の
金
利

水
準
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

●
音
江
支
所
金
融
店
舗
改
修
費
に

１
１
，
０
０
０
千
円
も
予
算
し
て

い
る
。
今
後
無
く
そ
う
と
し
て
い

る
店
舗
に
予
算
を
か
け
る
必
要
が

あ
る
の
か
、
納
内
・
多
度
志
は
ど

う
す
る
の
か
。

●
雨
漏
り
が
非
常
に
酷
く
、
高
額

に
な
っ
た
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
た

い
。
事
務
所
の
あ
り
か
た
に
つ
い

て
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

●
地
区
の
金
融
店
舗
が
無
く
な
っ

た
場
合
、
金
融
共
済
イ
チ
ヤ
ン
本

所
ま
で
行
く
こ
と
が
不
便
、
信
金

や
郵
便
局
に
顧
客
が
移
る
の
で
は
。

●
そ
の
よ
う
な
色
々
な
ご
意
見
を

伺
い
た
い
。

【
一
般
賦
課
金
に
つ
い
て
】

●
一
般
賦
課
金
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
営
農
指
導
事
業
は
ど
の
よ
う

な
内
容
な
の
か
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
営
農
に
関
わ
る
事
業
全
般
を
指

し
て
い
ま
す
。

●
組
合
員
同
士
で
合
併
な
ど
を
し
、

１
法
人
に
な
っ
た
場
合
、
賦
課
金

は
１
法
人
の
徴
収
な
の
か
。
戸
数

割
に
重
点
を
置
い
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
。

●
今
後
、
組
合
員
戸
数
が
減
少
し

て
い
く
事
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
面
積
割
を
重
点
に
お
い
た
提

案
と
し
て
い
ま
す
。

●
一
般
賦
課
金
単
価
改
定
に
つ
い

て
、
振
興
計
画
期
間
の
５
年
間
で

何
を
し
て
く
れ
る
の
か
。

●
営
農
支
援
シ
ス
テ
ム
・
ス
マ
ー

ト
農
業
・
就
農
な
ど
の
支
援
や
、

農
協
利
用
に
応
じ
た
還
元
な
ど
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

●
一
般
賦
課
金
に
つ
い
て
、
人
件

費
に
充
て
る
こ
と
は
納
得
が
い
か

な
い
。
補
助
金
助
成
金
等
組
合
員

の
た
め
に
充
て
る
も
の
だ
と
思
う

た
め
説
明
頂
き
た
い
。

●
一
般
賦
課
金
に
つ
い
て
は
、
現

状
ご
負
担
頂
い
て
い
る
以
上
に
還

元
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
事
業

運
営
に
係
る
費
用
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
今
後
も
農
協
事
業
を

安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
、
一
定

程
度
の
ご
負
担
頂
く
こ
と
を
ご
理

解
願
い
た
い
。

【
補
助
事
業
事
務
委
託
費
用
に
つ
い

て
】

●
補
助
事
業
事
務
委
託
契
約
に
つ

い
て
、
令
和
６
年
度
に
採
択
と
な
っ

た
対
象
補
助
金
総
額
を
教
え
て
頂

き
た
い
。

●
令
和
６
年
度
に
お
け
る
対
象
事

業
の
補
助
金
額
は
約
２
億
５
千
万

円
で
し
た
。

●
各
種
補
助
事
業
に
係
る
事
務
委

託
契
約
締
結
に
よ
る
取
り
進
め
に

つ
い
て
、
元
々
こ
う
い
う
も
の
が

あ
っ
た
の
か
説
明
願
う
。

●
現
状
で
は
ナ
ラ
シ
に
つ
い
て
事

務
委
託
契
約
締
結
し
、
運
用
し
て

い
ま
す
。

●
今
回
の
事
務
委
託
契
約
の
締
結

で
全
て
一
切
を
行
っ
て
頂
け
る
と

い
う
事
で
宜
し
い
か
。

●
基
本
的
取
り
進
め
に
つ
い
て
は

従
来
ど
お
り
対
応
予
定
で
す
。

●
補
助
事
業
事
務
委
託
契
約
に
つ

い
て
費
用
を
２
％
に
設
定
し
た
根

拠
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
委
託
事
務
費
用
２
％
に
つ
い
て

他
Ｊ
Ａ
の
事
例
を
参
考
に
、
理
事

会
で
協
議
を
行
い
設
定
致
し
ま
し

た
。

●
補
助
事
業
事
務
委
託
契
約
に
つ

い
て
、
組
合
員
経
営
の
安
定
化
に

資
す
る
取
組
と
し
て
支
援
体
制
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
と
な
っ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
事
務
委
託

契
約
費
用
で
支
援
強
化
を
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
の
か
教
え
て
頂

き
た
い
。

●
現
状
も
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で

申
請
事
務
に
あ
た
っ
て
お
り
、
負

担
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
増
加

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

円
滑
に
事
業
を
推
進
す
る
た
め
人

員
体
制
の
強
化
や
業
務
の
効
率
化

を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

●
事
務
委
託
契
約
費
用
の
徴
収
は

反
対
。
賦
課
金
や
利
用
率
で
は
な
く
、

皆
に
平
等
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
組
織
が
Ｊ
Ａ
だ
と
思
う
。
事
務

委
託
契
約
費
用
の
徴
収
を
採
択
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
実
績
金
額
で
２

名
ほ
ど
職
員
を
雇
用
出
来
る
金
額

と
な
る
。
事
務
省
力
化
や
よ
り
良

い
計
画
の
立
案
で
採
択
率
を
上
げ

る
な
ど
好
循
環
に
務
め
て
頂
け
れ

ば
と
思
う
。（
意
見
）

●
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
以
前
Ｊ
Ａ

で
勧
め
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
が
、

今
後
は
勧
め
て
い
く
の
か
。

●
第
８
次
農
協
振
興
計
画
の
中
で
、

環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
農

業
の
推
進
を
重
点
目
標
と
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
中
干
し
延
長
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
2
メ
タ
ン
排
出
の
削
減
も
一

つ
の
手
法
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
中
干
し
に
は
リ
ス

ク
が
あ
る
た
め
、
リ
ス
ク
提
示
も

行
い
な
が
ら
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

天
候
に
よ
っ
て
は
生
産
者
の
判
断

で
中
干
し
を
し
な
い
と
い
う
選
択

も
可
能
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

●
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
前

年
実
績
額
に
幅
が
あ
り
す
ぎ
て
、

今
年
度
取
り
組
む
か
ど
う
か
判
断

し
に
く
い
。
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

良
い
の
か
ア
ド
バ
イ
ス
も
ほ
し
い
。

●
排
水
性
の
違
い
な
ど
に
よ
る
区

分
が
あ
り
、
実
績
額
に
幅
が
あ
り

ま
す
。
令
和
７
年
度
に
つ
い
て
は
、

実
績
も
踏
ま
え
た
支
援
が
出
来
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
新
規
就
農
指
導
謝
金
の
内
容
に

つ
い
て
教
え
て
い
頂
き
た
い
。

●
地
域
内
の
農
業
・
農
村
の
安
定

発
展
を
目
指
し
、
就
農
を
希
望
す

る
研
修
生
や
新
規
就
農
者
を
支
援

す
る
た
め
、
受
入
農
家
（
法
人
含
む
）

へ
の
研
修
環
境
整
備
を
目
的
と
し

た
助
成
策
で
す
。
雇
用
就
農
者
も

対
象
者
だ
っ
た
が
、
定
着
率
が
低

か
っ
た
た
め
事
業
内
容
を
昨
年
改

定
し
、
独
立
就
農
を
目
指
す
方
の

み
に
対
象
者
を
変
更
し
た
経
過
が

あ
り
ま
す
。

●
新
規
就
農
指
導
謝
金
の
制
度
に

つ
い
て
、
組
合
員
全
員
へ
通
知
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

●
対
象
者
に
は
連
絡
し
て
い
る
。

改
め
て
広
く
周
知
す
る
よ
う
に
致

し
た
い
。

●
新
規
就
農
指
導
謝
金
事
業
に
つ

い
て
対
象
者
の
枠
を
広
げ
て
は
ど

う
か
。

●
担
い
手
は
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
重
要

な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
、
ご
意
見
を
参
考
に
検
討

致
し
ま
す
。

●
広
報
に
つ
い
て
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
の
登
録
者
数
が
少
な
い
と
感
じ

る
。
戦
略
と
し
て
懇
談
会
の
資
料

に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
貼
り
付
け
る
な

ど
周
知
し
て
は
ど
う
か
。
併
せ
て
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
動
画
作
成
や

運
営
を
プ
ロ
に
任
せ
て
は
ど
う
か
。

●
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
等
は
フ
ォ

ロ
ワ
ー
数
が
伸
び
て
効
果
が
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
が
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
現
状
で
す
。

で
き
る
範
囲
で
周
知
し
て
い
き
た

い
。
外
部
委
託
に
つ
い
て
は
検
討

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
米
の
違
約
金
に
つ
い
て
、
凶
作

の
場
合
と
米
価
が
高
騰
し
民
間
業

者
に
出
荷
し
た
場
合
の
違
約
金
が

同
様
な
の
は
お
か
し
い
の
で
は
な

い
か
。

●
６
年
産
ま
で
、
違
約
措
置
の
内

容
は
生
産
者
間
の
公
平
確
保
に
重

き
を
お
い
た
も
の
で
す
。
７
年
産

か
ら
は
従
来
の
内
容
も
踏
ま
え
見

直
し
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

見
直
し
内
容
に
つ
い
て
は
、
７
年

産
出
荷
契
約
時
に
改
め
て
周
知
致

し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
理
事
会
等

に
お
い
て
検
討
中
で
、
内
容
を
変

更
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
す
。
出
荷
し
て
頂
い
た
方

に
メ
リ
ッ
ト
を
還
元
す
る
考
え
方

は
残
し
て
い
き
ま
す
。

●
出
荷
契
約
金
に
つ
い
て
財
源
は

ど
こ
か
ら
出
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

契
約
金
を
受
け
取
り
１
俵
も
出
荷

し
な
い
人
が
い
る
と
聞
い
た
。
手

数
料
を
取
る
な
ど
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

●
財
源
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
独
自
資

金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
主
に
組

合
員
の
皆
様
に
貯
金
し
て
頂
い
た

も
の
を
総
合
的
な
予
算
財
源
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
７
年
産
に
向

け
出
荷
契
約
金
の
改
定
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

総
務
関
係

営
農
懇
談
会
開
催

営
農
懇
談
会
開
催
令
和
７
年
３
月
10
日
〜
3
月
13
日

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
懇
談
会
内
容
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

●
ҙ
ɾཁݟ
๬
ࣄ
߲

●
ର
Ԡ
౳

農
業
振
興
関
係

金
融
共
済
関
係

し
た
い
。

●
早
々
、
全
農
新
潟
が
一
般
コ
シ

ヒ
カ
リ
で
２
３
，
０
０
０
円
、
魚

沼
産
で
２
５
，
０
０
０
円
の
Ｊ
Ａ

概
算
金
を
提
示
し
、Ｊ
Ａ
魚
沼
が
販

売
価
格
を
２
８
，
０
０
０
円
か
ら

３
３
，
０
０
０
円
を
目
指
す
と
い

う
よ
う
な
内
容
が
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
期
に
概
算
金
を
提
示

す
る
と
い
う
事
は
無
い
こ
と
で
、

一
つ
の
基
準
に
な
る
と
見
て
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
単
体
で
生
産
者
概
算
金
を

い
く
ら
に
す
る
か
お
伝
え
で
き
ま

せ
ん
が
、
出
荷
契
約
時
に
概
算
金

が
イ
メ
ー
ジ
出
来
る
よ
う
、
ホ
ク

レ
ン
に
も
準
備
し
て
頂
く
よ
う
要

望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
民
間
業
者

も
既
に
入
り
、
価
格
も
提
示
し
、

網
目
の
話
ま
で
し
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
た
め
、
危
機
感
を
持
っ
て

し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
契
約
や
販
売
の
関
係
も
、
今

ま
で
と
は
違
う
手
法
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
最
低
精
算
保

証
価
格
を
決
め
た
中
で
買
取
価
格

を
設
定
し
、
そ
の
買
取
価
格
が
市

場
で
逆
転
し
た
場
合
は
市
場
価
格

に
連
動
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
、
様
々

な
手
方
で
少
し
で
も
生
産
者
の
手

取
り
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
状
況
を
踏
ま
え
、Ｊ
Ａ

に
お
米
を
出
荷
し
て
も
ら
え
る
仕

組
み
作
り
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
が
た
く
さ
ん
集
荷
す
る
と
、

Ｊ
Ａ
の
経
営
も
良
く
な
り
組
合
員

に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

思
う
の
で
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を

出
し
て
進
め
て
ほ
し
い
。（
要
望
）

●
お
米
の
価
格
だ
け
で
民
間
業
者

へ
お
米
が
流
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

庭
先
集
荷
な
ど
の
条
件
も
一
因
、

検
討
す
べ
き
で
は
。

●
集
荷
シ
ス
テ
ム
の
変
更
は
非
常

に
難
し
い
で
す
が
、
今
後
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

●
お
米
の
集
荷
業
務
に
つ
い
て
、

人
員
も
減
っ
て
い
る
た
め
、
支
所

の
集
荷
は
籾
出
荷
の
み
に
す
る
な

ど
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

●
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
検
討
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
米
価
が
高
い
た
め
、
民
間
業
者

は
播
種
前
か
ら
動
き
始
め
て
い
る
。

新
潟
で
は
早
期
に
概
算
金
を
提
示

し
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
出
荷
契

約
数
量
を
増
や
す
た
め
に
は
、
そ

れ
な
り
の
金
額
提
示
が
必
要
と
思

う
。Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
て
も
ら
う
に
は

何
か
引
き
付
け
る
も
の
が
必
要
で

は
な
い
か
。

●
現
在
の
米
価
が
適
正
だ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
情
報
収
集
に

努
め
、
国
が
示
す
適
正
価
格
も
踏

ま
え
た
上
で
出
荷
契
約
の
際
に
精

算
金
額
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

　
　

●「
き
ら
ら
３
９
７
」
に
つ
い
て
、

作
り
や
す
い
が
作
付
け
面
積
が

減
っ
て
お
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な

方
向
に
進
む
の
か
。

●「
き
ら
ら
３
９
７
」
は
全
道
的
に

生
産
量
が
減
っ
て
い
る
な
か
、
一

定
程
度
の
需
要
が
あ
り
、
今
で
は

「
な
な
つ
ぼ
し
」
と
の
価
格
差
が
５

０
０
円
ま
で
縮
ま
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン
と
し
て
は
今
後
の
需
要

は
期
待
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

「
そ
ら
き
ら
り
」
へ
シ
フ
ト
し
て
い

く
意
向
で
す
。

●
小
麦
の
施
設
増
設
を
検
討
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
施
設
を
持
っ

て
い
る
農
家
へ
外
部
委
託
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

●
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
個
々

の
農
家
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に

生
麦
を
受
け
入
れ
す
る
こ
と
が
前

提
に
あ
り
ま
す
。
生
産
者
の
面
積

も
増
え
、
品
目
構
成
も
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
た
め
、Ｊ
Ａ
で
乾
燥
調

製
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
小

麦
・
大
豆
の
拡
大
の
道
筋
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
品

種
に
つ
い
て
も
道
内
で
当
Ｊ
Ａ
が

最
初
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
他
産
地
よ
り
も
有

利
に
作
付
け
出
来
る
よ
う
検
討
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
小
麦
・
大
豆
施
設
の
増
強
ア
ン

ケ
ー
ト
が
あ
っ
た
が
、
面
積
が
増

加
し
た
な
ら
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン

グ
を
も
っ
と
有
効
活
用
し
て
は
ど

う
か
。

●
再
度
協
議
会
に
お
い
て
検
討
致

し
ま
す
。

●
小
麦
・
大
豆
施
設
の
増
強
と
「
北

見
95
号
」
へ
の
切
り
替
え
を
行
う

と
の
こ
と
だ
が
、
種
子
圃
を
設
置

し
前
年
産
の
使
用
で
は
な
く
、
当

年
産
の
種
子
を
使
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。（
要
望
）

●「
北
見
95
号
」
に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ

き
た
そ
ら
ち
が
道
内
で
初
め
て
取

り
組
む
産
地
と
な
る
た
め
、
千
数

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
応
で
き
る
種

子
を
用
意
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
併
せ
て
、
消
毒
済
み
種
子
を

供
給
で
き
る
よ
う
、
設
備
を
調
査

し
て
い
る
段
階
で
す
。

●
小
麦
・
大
豆
施
設
増
強
工
事
の

前
に
、
騒
音
や
振
動
・
地
下
水
の

影
響
、工
事
後
の
夜
間
作
業
・
照
明
・

臭
い
・
電
波
障
害
等
が
想
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
施
設
周
辺
の
非
農

家
住
民
向
け
に
説
明
会
を
開
催
し

て
頂
き
た
い
。
現
在
は
施
設
管
理

に
つ
い
て
周
辺
の
住
民
に
配
慮
し

た
運
営
を
心
が
け
て
頂
い
て
お
り

感
謝
し
て
い
る
。
今
後
と
も
人
事

異
動
等
で
担
当
職
員
が
変
わ
っ
て

も
、
引
き
続
き
施
設
の
運
営
維
持

に
勤
め
て
頂
き
た
い
。（
意
見
）

●
畜
産
業
界
は
飼
料
代
や
資
材
の

高
騰
な
ど
で
全
国
的
に
倒
産
が
相

次
い
で
い
る
。
市
や
道
は
対
策
に

乗
り
出
し
て
い
る
が
、Ｊ
Ａ
と
し
て

独
自
の
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

●
内
部
で
協
議
し
改
め
て
周
知
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

●
出
荷
契
約
の
効
力
は
ど
の
程
度

あ
る
の
か
。

●
現
在
、
理
事
会
等
で
協
議
し
て

い
る
最
中
で
す
。
契
約
行
為
で
す

の
で
契
約
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
内
容
の
変
更
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

●
米
の
価
格
に
つ
い
て
、
追
加
精

算
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
か
。

●
現
在
の
相
対
価
格
は
、
１
俵
あ

た
り
「
な
な
つ
ぼ
し
」
で
２
６
，

５
０
０
円
、「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
に
つ

い
て
は
２
８
，
０
０
０
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
共
計
費
用
、Ｊ
Ａ
手
数

料
を
控
除
し
２
４
，
０
０
０
円
以

上
の
手
取
り
と
な
る
よ
う
販
売
を

進
め
て
い
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
へ
お
米
を
出
荷
し
た
方
に

価
格
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
に
し

て
欲
し
い
。

●
検
討
中
で
あ
り
ま
す
が
、
７
年

産
か
ら
最
低
精
算
保
証
価
格
を
設

定
し
た
市
況
連
動
型
の
買
取
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

●
７
年
産
米
の
概
算
金
で
、
現
在

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
と
し
て
の
考
え

は
あ
る
の
か
。

●
全
農
新
潟
が
、
一
般
コ
シ
ヒ
カ

リ
で
２
３
，
０
０
０
円
、
魚
沼
産

で
２
５
，
０
０
０
円
を
最
低
保
証

額
と
し
て
Ｊ
Ａ
に
支
払
う
報
道
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ホ
ク
レ
ン

に
対
し
て
も
、
あ
る
程
度
の
金
額

を
示
し
て
契
約
に
結
び
付
け
て
は

ど
う
か
と
意
見
し
て
い
ま
す
。
概

算
金
の
示
し
方
も
今
ま
で
と
は
違

う
形
で
示
す
よ
う
現
在
協
議
し
て

い
ま
す
。

●
新
聞
報
道
で
全
農
新
潟
が
、
一

般
コ
シ
ヒ
カ
リ
２
３
，
０
０
０
円

と
い
う
７
年
産
米
の
Ｊ
Ａ
概
算
金

を
示
し
、
春
か
ら
の
営
農
に
備
え

る
と
い
う
記
事
を
見
た
が
、
北
海

道
で
は
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
や

呼
び
か
け
、
あ
る
い
は
生
産
ま
た

は
出
荷
奨
励
を
行
う
の
か
お
聞
き

●
Ｊ
Ａ
ܾ
算
で
໨
的
積
立
金

を
取
り
่
し
て
い
る
が
、
そ

の
理
༝
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
令
和
３
年
度
決
算
に
お
い

て
、
生
産
ࢪ
設
部
໳
の
収
支

合
計
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た

為
、
生
産
ࢪ
設
積
立
金
の
取

่
基
準
に
従
っ
て
取
り
่
し

た
も
の
で
す
。

●
令
和
̐
年
̐
݄
の
機
ߏ
改

ֵ
で
担
い
手
支
援
ࣨ
を
無
く

し
た
経
Ң
を
教
え
て
頂
き
た

い
。

●
職
員
の
人
員
確
保
が
ࠔ
難

で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
一
൪

の
要
Ҽ
で
す
。
担
い
手
支
援

ࣨ
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
業

務
は
融
資
課
に
引
き
ܧ
が
れ

る
為
巡
回
は
ܧ
続
し
て
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

●
ਂ
઒
市
内
各
支
所
の
࿝
ٺ

販
売
関
係

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（19）



●
生
産
部
会
を
縮
小
・
再
編
し
て

は
ど
う
か
。

●
現
在
も
縮
小
し
て
い
る
最
中
で
、

令
和
７
年
も
集
約
し
て
い
く
方
向
。

●
組
合
員
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、

Ｊ
Ａ
の
役
員
定
数
も
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

●
次
期
役
員
改
選
（
令
和
10
年
）

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
各
地
区
の
役
員
報
酬
に
つ
い
て
、

出
役
や
職
責
に
見
合
っ
て
い
る
の

か
。
財
源
的
な
検
討
も
必
要
だ
が
、

組
合
員
の
代
表
と
し
て
務
め
て
頂

い
て
い
る
た
め
、
組
合
員
か
ら
徴

収
し
て
も
良
い
と
思
う
。
役
員
に
は
、

す
ご
く
頑
張
っ
て
頂
い
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
。

●
今
回
は
職
員
の
給
与
を
先
行
し
て

見
直
し
さ
せ
て
頂
き
、新
採
用
職
員
・

既
存
職
員
の
給
与
改
定
を
行
っ
た
。

役
員
報
酬
に
関
し
て
は
、「
役
員
報

酬
審
議
会
」
も
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
審
議
会
の
意
見
も
い
た
だ
き
な

が
ら
提
案
し
て
い
き
た
い
。

●
職
員
の
退
職
が
増
え
て
お
り
、

組
合
員
の
営
農
に
も
支
障
が
出
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
退
職
者
を

止
め
る
改
善
策
な
ど
を
考
え
て
頂

き
た
い
。

●
管
内
の
Ｊ
Ａ
と
比
較
し
て
、
当

Ｊ
Ａ
が
突
出
し
て
離
職
率
が
高
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
離
職

者
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
事

実
で
す
。
退
職
理
由
と
し
て
は
、

転
職
や
就
農
・
婚
姻
が
主
な
内
容

で
す
が
、
今
の
人
事
制
度
や
環
境

が
不
満
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

職
員
と
の
面
談
や
自
己
申
告
に
よ

る
意
見
の
聴
取
、
賃
金
面
や
労
働

環
境
の
見
直
し
等
を
進
め
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
現
職
員
・
新
採

用
職
員
の
満
足
度
を
高
め
る
対
策

が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、

組
合
員
の
皆
様
に
も
ご
理
解
・
ご

協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

●
各
地
区
の
役
員
定
数
の
定
め
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

●
現
在
、
正
組
合
員
２
０
０
戸
に

対
し
て
地
区
選
出
理
事
２
名
、
連

合
会
役
員
に
就
任
し
て
い
る
場
合

は
１
名
の
追
加
を
可
能
と
し
て
い

る
。
本
年
４
月
か
ら
は
、
特
任
理

事
（
女
性
理
事
）
を
新
た
に
設
け
、

現
在
の
規
定
で
は
、
理
事
18
名
〜

22
名
、
監
事
４
名
〜
５
名
の
定
め

と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
４
月
か

ら
は
、
理
事
21
名
、
監
事
５
名
の

就
任
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
理
事
会
で
議
論
さ
れ
た
内
容
を

組
合
員
が
知
る
機
会
が
な
い
た
め
、

広
報
な
ど
で
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

●
広
報
に
理
事
会
の
協
議
内
容
を

掲
載
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

今
後
、
組
合
員
巡
回
等
も
予
定
し

て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
機
会
を

通
じ
て
組
合
員
に
周
知
す
る
方
法

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
総
代
会
に
付
議
す
る
「
定
款
の

変
更
」
は
非
常
に
重
要
な
案
件
で

あ
り
、
営
農
懇
談
会
で
も
し
っ
か

り
と
説
明
し
て
欲
し
い
。

●
次
回
か
ら
そ
の
よ
う
に
致
し
ま

す
。

●
貯
金
窓
口
の
受
付
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
ま
た
は
簡
素
化
の
一

環
に
な
っ
て
い
る
か
と
思
う
が
、

伝
票
な
ど
を
最
終
的
に
発
行
す
る

と
聞
い
た
。
効
率
化
で
き
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
操
作
に
戸
惑
っ
て

い
る
人
が
い
る
と
職
員
が
操
作
方

法
を
説
明
し
て
い
る
が
、
反
対
に

業
務
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

●
全
国
統
一
の
導
入
と
な
っ
て
い

ま
す
。
事
務
段
階
で
は
検
証
書
類

と
し
て
１
枚
発
行
し
保
管
す
る
こ

と
が
現
状
で
す
。
伝
票
等
の
在
庫

管
理
軽
減
や
、
端
末
入
力
レ
ス
に

よ
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ス
の
軽

減
な
ど
、
将
来
的
に
手
間
等
が
省

け
る
予
定
で
す
が
、
稼
働
し
た
ば

か
り
で
改
善
点
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
将
来
的
に
効
率
が
良
く
な

る
こ
と
を
目
指
す
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
農
業
労
災
に
つ
い
て
、
各
地
域

の
加
入
率
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
加
入
に
つ
い
て
は
地
域
差
が
あ

り
ま
す
。
戸
数
割
で
一
已
94
％
、

音
江
76
・
１
％
、
メ
ム
39
・
６
％
、

納
内
81
・
８
％
、
多
度
志
72
・
９
％
、

雨
竜
95
・
６
％
、
北
竜
90
・
２
％
、

幌
加
内
71
・
１
％
、
平
均
80
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
農
林
中
金
の
赤
字
は
、Ｊ
Ａ
き
た

そ
ら
ち
に
も
影
響
が
あ
る
の
か
。

●
９
０
０
万
円
ほ
ど
出
資
し
て
い

ま
す
の
で
約
３
％
（
27
万
円
）
の

出
資
配
当
が
な
い
状
況
と
な
り
ま

す
。

●
農
協
経
営
に
お
け
る
問
題
だ
が
、

農
林
中
金
が
い
ま
２
兆
円
の
赤
字

を
出
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
き
っ
と
当
Ｊ
Ａ
か
ら
も
、
直

接
か
間
接
か
分
か
ら
な
い
が
出
資

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
出
す
の
か
、
出
さ

な
い
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

伺
い
た
い
。

●
昨
年
も
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
、
農
林
中
金
へ
の
当
Ｊ

Ａ
か
ら
の
出
資
は
９
０
０
万
円
程

で
す
。
北
海
道
に
お
い
て
は
信
連

と
農
林
中
金
の
間
で
個
別
に
出
資

増
口
の
協
議
を
し
て
い
る
と
お
聞

き
し
て
い
ま
す
が
、
当
Ｊ
Ａ
が
新

た
に
出
資
そ
の
他
の
負
担
を
抱
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
令
和
７

年
度
以
降
の
安
定
的
な
黒
字
化
を

確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
令

和
６
年
度
の
赤
字
は
最
終
的
に
１

兆
９
，
０
０
０
億
円
程
度
と
な
る

見
通
し
だ
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て

お
り
、
こ
れ
は
農
林
中
金
の
赤
字

見
通
し
の
「
１
兆
５
，
０
０
０
億

円
か
ら
２
兆
円
の
範
囲
内
」
と
い

う
こ
と
で
想
定
枠
内
に
収
ま
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

●
日
銀
の
金
利
引
き
上
げ
に
つ
い

て
、Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

●
道
内
の
大
手
金
融
機
関
等
の
金

利
動
向
を
注
視
し
、
同
等
の
金
利

水
準
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

●
音
江
支
所
金
融
店
舗
改
修
費
に

１
１
，
０
０
０
千
円
も
予
算
し
て

い
る
。
今
後
無
く
そ
う
と
し
て
い

る
店
舗
に
予
算
を
か
け
る
必
要
が

あ
る
の
か
、
納
内
・
多
度
志
は
ど

う
す
る
の
か
。

●
雨
漏
り
が
非
常
に
酷
く
、
高
額

に
な
っ
た
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
た

い
。
事
務
所
の
あ
り
か
た
に
つ
い

て
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

●
地
区
の
金
融
店
舗
が
無
く
な
っ

た
場
合
、
金
融
共
済
イ
チ
ヤ
ン
本

所
ま
で
行
く
こ
と
が
不
便
、
信
金

や
郵
便
局
に
顧
客
が
移
る
の
で
は
。

●
そ
の
よ
う
な
色
々
な
ご
意
見
を

伺
い
た
い
。

【
一
般
賦
課
金
に
つ
い
て
】

●
一
般
賦
課
金
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
営
農
指
導
事
業
は
ど
の
よ
う

な
内
容
な
の
か
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
営
農
に
関
わ
る
事
業
全
般
を
指

し
て
い
ま
す
。

●
組
合
員
同
士
で
合
併
な
ど
を
し
、

１
法
人
に
な
っ
た
場
合
、
賦
課
金

は
１
法
人
の
徴
収
な
の
か
。
戸
数

割
に
重
点
を
置
い
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
。

●
今
後
、
組
合
員
戸
数
が
減
少
し

て
い
く
事
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
面
積
割
を
重
点
に
お
い
た
提

案
と
し
て
い
ま
す
。

●
一
般
賦
課
金
単
価
改
定
に
つ
い

て
、
振
興
計
画
期
間
の
５
年
間
で

何
を
し
て
く
れ
る
の
か
。

●
営
農
支
援
シ
ス
テ
ム
・
ス
マ
ー

ト
農
業
・
就
農
な
ど
の
支
援
や
、

農
協
利
用
に
応
じ
た
還
元
な
ど
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

●
一
般
賦
課
金
に
つ
い
て
、
人
件

費
に
充
て
る
こ
と
は
納
得
が
い
か

な
い
。
補
助
金
助
成
金
等
組
合
員

の
た
め
に
充
て
る
も
の
だ
と
思
う

た
め
説
明
頂
き
た
い
。

●
一
般
賦
課
金
に
つ
い
て
は
、
現

状
ご
負
担
頂
い
て
い
る
以
上
に
還

元
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
事
業

運
営
に
係
る
費
用
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
今
後
も
農
協
事
業
を

安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
、
一
定

程
度
の
ご
負
担
頂
く
こ
と
を
ご
理

解
願
い
た
い
。

【
補
助
事
業
事
務
委
託
費
用
に
つ
い

て
】

●
補
助
事
業
事
務
委
託
契
約
に
つ

い
て
、
令
和
６
年
度
に
採
択
と
な
っ

た
対
象
補
助
金
総
額
を
教
え
て
頂

き
た
い
。

●
令
和
６
年
度
に
お
け
る
対
象
事

業
の
補
助
金
額
は
約
２
億
５
千
万

円
で
し
た
。

●
各
種
補
助
事
業
に
係
る
事
務
委

託
契
約
締
結
に
よ
る
取
り
進
め
に

つ
い
て
、
元
々
こ
う
い
う
も
の
が

あ
っ
た
の
か
説
明
願
う
。

●
現
状
で
は
ナ
ラ
シ
に
つ
い
て
事

務
委
託
契
約
締
結
し
、
運
用
し
て

い
ま
す
。

●
今
回
の
事
務
委
託
契
約
の
締
結

で
全
て
一
切
を
行
っ
て
頂
け
る
と

い
う
事
で
宜
し
い
か
。

●
基
本
的
取
り
進
め
に
つ
い
て
は

従
来
ど
お
り
対
応
予
定
で
す
。

●
補
助
事
業
事
務
委
託
契
約
に
つ

い
て
費
用
を
２
％
に
設
定
し
た
根

拠
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
委
託
事
務
費
用
２
％
に
つ
い
て

他
Ｊ
Ａ
の
事
例
を
参
考
に
、
理
事

会
で
協
議
を
行
い
設
定
致
し
ま
し

た
。

●
補
助
事
業
事
務
委
託
契
約
に
つ

い
て
、
組
合
員
経
営
の
安
定
化
に

資
す
る
取
組
と
し
て
支
援
体
制
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
と
な
っ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
事
務
委
託

契
約
費
用
で
支
援
強
化
を
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
の
か
教
え
て
頂

き
た
い
。

●
現
状
も
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で

申
請
事
務
に
あ
た
っ
て
お
り
、
負

担
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
増
加

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

円
滑
に
事
業
を
推
進
す
る
た
め
人

員
体
制
の
強
化
や
業
務
の
効
率
化

を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

●
事
務
委
託
契
約
費
用
の
徴
収
は

反
対
。
賦
課
金
や
利
用
率
で
は
な
く
、

皆
に
平
等
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
組
織
が
Ｊ
Ａ
だ
と
思
う
。
事
務

委
託
契
約
費
用
の
徴
収
を
採
択
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
実
績
金
額
で
２

名
ほ
ど
職
員
を
雇
用
出
来
る
金
額

と
な
る
。
事
務
省
力
化
や
よ
り
良

い
計
画
の
立
案
で
採
択
率
を
上
げ

る
な
ど
好
循
環
に
務
め
て
頂
け
れ

ば
と
思
う
。（
意
見
）

●
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
以
前
Ｊ
Ａ

で
勧
め
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
が
、

今
後
は
勧
め
て
い
く
の
か
。

●
第
８
次
農
協
振
興
計
画
の
中
で
、

環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
農

業
の
推
進
を
重
点
目
標
と
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
中
干
し
延
長
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
2
メ
タ
ン
排
出
の
削
減
も
一

つ
の
手
法
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
中
干
し
に
は
リ
ス

ク
が
あ
る
た
め
、
リ
ス
ク
提
示
も

行
い
な
が
ら
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

天
候
に
よ
っ
て
は
生
産
者
の
判
断

で
中
干
し
を
し
な
い
と
い
う
選
択

も
可
能
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

●
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
前

年
実
績
額
に
幅
が
あ
り
す
ぎ
て
、

今
年
度
取
り
組
む
か
ど
う
か
判
断

し
に
く
い
。
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

良
い
の
か
ア
ド
バ
イ
ス
も
ほ
し
い
。

●
排
水
性
の
違
い
な
ど
に
よ
る
区

分
が
あ
り
、
実
績
額
に
幅
が
あ
り

ま
す
。
令
和
７
年
度
に
つ
い
て
は
、

実
績
も
踏
ま
え
た
支
援
が
出
来
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
新
規
就
農
指
導
謝
金
の
内
容
に

つ
い
て
教
え
て
い
頂
き
た
い
。

●
地
域
内
の
農
業
・
農
村
の
安
定

発
展
を
目
指
し
、
就
農
を
希
望
す

る
研
修
生
や
新
規
就
農
者
を
支
援

す
る
た
め
、
受
入
農
家
（
法
人
含
む
）

へ
の
研
修
環
境
整
備
を
目
的
と
し

た
助
成
策
で
す
。
雇
用
就
農
者
も

対
象
者
だ
っ
た
が
、
定
着
率
が
低

か
っ
た
た
め
事
業
内
容
を
昨
年
改

定
し
、
独
立
就
農
を
目
指
す
方
の

み
に
対
象
者
を
変
更
し
た
経
過
が

あ
り
ま
す
。

●
新
規
就
農
指
導
謝
金
の
制
度
に

つ
い
て
、
組
合
員
全
員
へ
通
知
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

●
対
象
者
に
は
連
絡
し
て
い
る
。

改
め
て
広
く
周
知
す
る
よ
う
に
致

し
た
い
。

●
新
規
就
農
指
導
謝
金
事
業
に
つ

い
て
対
象
者
の
枠
を
広
げ
て
は
ど

う
か
。

●
担
い
手
は
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
重
要

な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
、
ご
意
見
を
参
考
に
検
討

致
し
ま
す
。

●
広
報
に
つ
い
て
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
の
登
録
者
数
が
少
な
い
と
感
じ

る
。
戦
略
と
し
て
懇
談
会
の
資
料

に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
貼
り
付
け
る
な

ど
周
知
し
て
は
ど
う
か
。
併
せ
て
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
動
画
作
成
や

運
営
を
プ
ロ
に
任
せ
て
は
ど
う
か
。

●
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
等
は
フ
ォ

ロ
ワ
ー
数
が
伸
び
て
効
果
が
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
が
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
現
状
で
す
。

で
き
る
範
囲
で
周
知
し
て
い
き
た

い
。
外
部
委
託
に
つ
い
て
は
検
討

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
米
の
違
約
金
に
つ
い
て
、
凶
作

の
場
合
と
米
価
が
高
騰
し
民
間
業

者
に
出
荷
し
た
場
合
の
違
約
金
が

同
様
な
の
は
お
か
し
い
の
で
は
な

い
か
。

●
６
年
産
ま
で
、
違
約
措
置
の
内

容
は
生
産
者
間
の
公
平
確
保
に
重

き
を
お
い
た
も
の
で
す
。
７
年
産

か
ら
は
従
来
の
内
容
も
踏
ま
え
見

直
し
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

見
直
し
内
容
に
つ
い
て
は
、
７
年

産
出
荷
契
約
時
に
改
め
て
周
知
致

し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
理
事
会
等

に
お
い
て
検
討
中
で
、
内
容
を
変

更
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
す
。
出
荷
し
て
頂
い
た
方

に
メ
リ
ッ
ト
を
還
元
す
る
考
え
方

は
残
し
て
い
き
ま
す
。

●
出
荷
契
約
金
に
つ
い
て
財
源
は

ど
こ
か
ら
出
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

契
約
金
を
受
け
取
り
１
俵
も
出
荷

し
な
い
人
が
い
る
と
聞
い
た
。
手

数
料
を
取
る
な
ど
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

●
財
源
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
独
自
資

金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
主
に
組

合
員
の
皆
様
に
貯
金
し
て
頂
い
た

も
の
を
総
合
的
な
予
算
財
源
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
７
年
産
に
向

け
出
荷
契
約
金
の
改
定
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

し
た
い
。

●
早
々
、
全
農
新
潟
が
一
般
コ
シ

ヒ
カ
リ
で
２
３
，
０
０
０
円
、
魚

沼
産
で
２
５
，
０
０
０
円
の
Ｊ
Ａ

概
算
金
を
提
示
し
、Ｊ
Ａ
魚
沼
が
販

売
価
格
を
２
８
，
０
０
０
円
か
ら

３
３
，
０
０
０
円
を
目
指
す
と
い

う
よ
う
な
内
容
が
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
期
に
概
算
金
を
提
示

す
る
と
い
う
事
は
無
い
こ
と
で
、

一
つ
の
基
準
に
な
る
と
見
て
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
単
体
で
生
産
者
概
算
金
を

い
く
ら
に
す
る
か
お
伝
え
で
き
ま

せ
ん
が
、
出
荷
契
約
時
に
概
算
金

が
イ
メ
ー
ジ
出
来
る
よ
う
、
ホ
ク

レ
ン
に
も
準
備
し
て
頂
く
よ
う
要

望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
民
間
業
者

も
既
に
入
り
、
価
格
も
提
示
し
、

網
目
の
話
ま
で
し
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
た
め
、
危
機
感
を
持
っ
て

し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
契
約
や
販
売
の
関
係
も
、
今

ま
で
と
は
違
う
手
法
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
最
低
精
算
保

証
価
格
を
決
め
た
中
で
買
取
価
格

を
設
定
し
、
そ
の
買
取
価
格
が
市

場
で
逆
転
し
た
場
合
は
市
場
価
格

に
連
動
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
、
様
々

な
手
方
で
少
し
で
も
生
産
者
の
手

取
り
に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
状
況
を
踏
ま
え
、Ｊ
Ａ

に
お
米
を
出
荷
し
て
も
ら
え
る
仕

組
み
作
り
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
が
た
く
さ
ん
集
荷
す
る
と
、

Ｊ
Ａ
の
経
営
も
良
く
な
り
組
合
員

に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

思
う
の
で
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を

出
し
て
進
め
て
ほ
し
い
。（
要
望
）

●
お
米
の
価
格
だ
け
で
民
間
業
者

へ
お
米
が
流
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

庭
先
集
荷
な
ど
の
条
件
も
一
因
、

検
討
す
べ
き
で
は
。

●
集
荷
シ
ス
テ
ム
の
変
更
は
非
常

に
難
し
い
で
す
が
、
今
後
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

●
お
米
の
集
荷
業
務
に
つ
い
て
、

人
員
も
減
っ
て
い
る
た
め
、
支
所

の
集
荷
は
籾
出
荷
の
み
に
す
る
な

ど
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

●
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
検
討
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
米
価
が
高
い
た
め
、
民
間
業
者

は
播
種
前
か
ら
動
き
始
め
て
い
る
。

新
潟
で
は
早
期
に
概
算
金
を
提
示

し
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
出
荷
契

約
数
量
を
増
や
す
た
め
に
は
、
そ

れ
な
り
の
金
額
提
示
が
必
要
と
思

う
。Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
て
も
ら
う
に
は

何
か
引
き
付
け
る
も
の
が
必
要
で

は
な
い
か
。

●
現
在
の
米
価
が
適
正
だ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
情
報
収
集
に

努
め
、
国
が
示
す
適
正
価
格
も
踏

ま
え
た
上
で
出
荷
契
約
の
際
に
精

算
金
額
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

　
　

●「
き
ら
ら
３
９
７
」
に
つ
い
て
、

作
り
や
す
い
が
作
付
け
面
積
が

減
っ
て
お
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な

方
向
に
進
む
の
か
。

●「
き
ら
ら
３
９
７
」
は
全
道
的
に

生
産
量
が
減
っ
て
い
る
な
か
、
一

定
程
度
の
需
要
が
あ
り
、
今
で
は

「
な
な
つ
ぼ
し
」
と
の
価
格
差
が
５

０
０
円
ま
で
縮
ま
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン
と
し
て
は
今
後
の
需
要

は
期
待
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

「
そ
ら
き
ら
り
」
へ
シ
フ
ト
し
て
い

く
意
向
で
す
。

●
小
麦
の
施
設
増
設
を
検
討
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
施
設
を
持
っ

て
い
る
農
家
へ
外
部
委
託
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

●
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
個
々

の
農
家
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に

生
麦
を
受
け
入
れ
す
る
こ
と
が
前

提
に
あ
り
ま
す
。
生
産
者
の
面
積

も
増
え
、
品
目
構
成
も
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
た
め
、Ｊ
Ａ
で
乾
燥
調

製
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
小

麦
・
大
豆
の
拡
大
の
道
筋
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
品

種
に
つ
い
て
も
道
内
で
当
Ｊ
Ａ
が

最
初
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
他
産
地
よ
り
も
有

利
に
作
付
け
出
来
る
よ
う
検
討
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
小
麦
・
大
豆
施
設
の
増
強
ア
ン

ケ
ー
ト
が
あ
っ
た
が
、
面
積
が
増

加
し
た
な
ら
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン

グ
を
も
っ
と
有
効
活
用
し
て
は
ど

う
か
。

●
再
度
協
議
会
に
お
い
て
検
討
致

し
ま
す
。

●
小
麦
・
大
豆
施
設
の
増
強
と
「
北

見
95
号
」
へ
の
切
り
替
え
を
行
う

と
の
こ
と
だ
が
、
種
子
圃
を
設
置

し
前
年
産
の
使
用
で
は
な
く
、
当

年
産
の
種
子
を
使
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。（
要
望
）

●「
北
見
95
号
」
に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ

き
た
そ
ら
ち
が
道
内
で
初
め
て
取

り
組
む
産
地
と
な
る
た
め
、
千
数

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
応
で
き
る
種

子
を
用
意
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
併
せ
て
、
消
毒
済
み
種
子
を

供
給
で
き
る
よ
う
、
設
備
を
調
査

し
て
い
る
段
階
で
す
。

●
小
麦
・
大
豆
施
設
増
強
工
事
の

前
に
、
騒
音
や
振
動
・
地
下
水
の

影
響
、工
事
後
の
夜
間
作
業
・
照
明
・

臭
い
・
電
波
障
害
等
が
想
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
施
設
周
辺
の
非
農

家
住
民
向
け
に
説
明
会
を
開
催
し

て
頂
き
た
い
。
現
在
は
施
設
管
理

に
つ
い
て
周
辺
の
住
民
に
配
慮
し

た
運
営
を
心
が
け
て
頂
い
て
お
り

感
謝
し
て
い
る
。
今
後
と
も
人
事

異
動
等
で
担
当
職
員
が
変
わ
っ
て

も
、
引
き
続
き
施
設
の
運
営
維
持

に
勤
め
て
頂
き
た
い
。（
意
見
）

●
畜
産
業
界
は
飼
料
代
や
資
材
の

高
騰
な
ど
で
全
国
的
に
倒
産
が
相

次
い
で
い
る
。
市
や
道
は
対
策
に

乗
り
出
し
て
い
る
が
、Ｊ
Ａ
と
し
て

独
自
の
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

●
内
部
で
協
議
し
改
め
て
周
知
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

●
出
荷
契
約
の
効
力
は
ど
の
程
度

あ
る
の
か
。

●
現
在
、
理
事
会
等
で
協
議
し
て

い
る
最
中
で
す
。
契
約
行
為
で
す

の
で
契
約
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
内
容
の
変
更
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

●
米
の
価
格
に
つ
い
て
、
追
加
精

算
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
か
。

●
現
在
の
相
対
価
格
は
、
１
俵
あ

た
り
「
な
な
つ
ぼ
し
」
で
２
６
，

５
０
０
円
、「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
に
つ

い
て
は
２
８
，
０
０
０
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
共
計
費
用
、Ｊ
Ａ
手
数

料
を
控
除
し
２
４
，
０
０
０
円
以

上
の
手
取
り
と
な
る
よ
う
販
売
を

進
め
て
い
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
へ
お
米
を
出
荷
し
た
方
に

価
格
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
に
し

て
欲
し
い
。

●
検
討
中
で
あ
り
ま
す
が
、
７
年

産
か
ら
最
低
精
算
保
証
価
格
を
設

定
し
た
市
況
連
動
型
の
買
取
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

●
７
年
産
米
の
概
算
金
で
、
現
在

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
と
し
て
の
考
え

は
あ
る
の
か
。

●
全
農
新
潟
が
、
一
般
コ
シ
ヒ
カ

リ
で
２
３
，
０
０
０
円
、
魚
沼
産

で
２
５
，
０
０
０
円
を
最
低
保
証

額
と
し
て
Ｊ
Ａ
に
支
払
う
報
道
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ホ
ク
レ
ン

に
対
し
て
も
、
あ
る
程
度
の
金
額

を
示
し
て
契
約
に
結
び
付
け
て
は

ど
う
か
と
意
見
し
て
い
ま
す
。
概

算
金
の
示
し
方
も
今
ま
で
と
は
違

う
形
で
示
す
よ
う
現
在
協
議
し
て

い
ま
す
。

●
新
聞
報
道
で
全
農
新
潟
が
、
一

般
コ
シ
ヒ
カ
リ
２
３
，
０
０
０
円

と
い
う
７
年
産
米
の
Ｊ
Ａ
概
算
金

を
示
し
、
春
か
ら
の
営
農
に
備
え

る
と
い
う
記
事
を
見
た
が
、
北
海

道
で
は
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
や

呼
び
か
け
、
あ
る
い
は
生
産
ま
た

は
出
荷
奨
励
を
行
う
の
か
お
聞
き

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

売電金額　2,069,400円（40円/kwh）
51,735 kWh

発電電力 131,004kWh

（20）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



五
十
肩
に
つ
い
て

み
き
た
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

三
木
田
　
　
　光

五
十
肩
は
50
歳
代
を
ピ
ー
ク
に
発
症
し
ま
す
。
肩
関
節
を
構
成
し
て
い
る
組
織
の
加
齢
的
変
化
が
主
体
と
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
比
較
的
早
期
に
変
化
の
起
こ
り
や

す
い
腱
板
、
上
腕
二
頭
筋
長
頭
腱
の
退
行
性
変
化
を
基
盤
と
し
た
疼
痛
性
可
動
域
の
制
限
を
引
き
起
こ
す
疾
患
で
す
。
肩
関
節
周
囲
炎
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
疾

患
に
は
肩
峰
下
滑
液
包
炎
、
上
腕
二
頭
筋
長
頭
腱
鞘
炎
、
腱
板
疎
部
の
炎
症
、
さ
ら
に
癒
着
性
関
節
包
炎
と
な
り
拘
縮
肩
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
診
断
と
し
て
、
明

ら
か
な
外
傷
は
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
中
に
は
軽
微
な
外
傷
が
誘
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

発
病
初
期
は
運
動
時
痛
、
夜
間
痛
を
認
め
、
可
動
域
は
す
べ
て
の
方
向
に
制
限
さ
れ
ま
す
。
急
性
期
を
過
ぎ
病
状
が
進
行
す
る
と
滑
液
包
や
関
節
包
な
ど
の
癒
着
が
強

く
な
り
、
拘
縮
を
き
た
し
ま
す
。
こ
の
時
期
は
肩
甲
上
腕
関
節
で
の
上
腕
骨
頭
の
動
き
が
制
限
さ
れ
、
肩
甲
骨
の
動
き
に
よ
っ
て
の
み
動
か
す
た
め
、「
棚
の
上
の
も
の

を
取
れ
な
い
」
「
結
髪
、
結
帯
動
作
が
で
き
な
い
」
な
ど
の
障
害
が
著
明
と
な
り
ま
す
。
理
学
所
見
と
し
て
、
肩
関
節
可
動
域
は
す
べ
て
の
方
向
に
制
限
さ
れ
、
動
作
時

痛
を
伴
い
ま
す
。
圧
痛
は
肩
の
前
方
、
結
節
間
溝
、
烏
口
突
起
、
肩
外
側
の
大
結
節
に
認
め
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
は
特
に
異
常
を
認
め
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
超
音
波
検
査
で
は
腱
板
、
上
腕
二
頭
筋
長
頭
腱
の
病
態
診
断
に
有
用
で
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
は
関
節
内
の
腫
脹
、
腱
板
断
裂
の
有
無
、
骨
の
異
常
に
つ
き
診
断
で
き

ま
す
。
腱
板
断
裂
と
診
断
さ
れ
た
時
は
五
十
肩
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

治
療
と
し
て
は
、
ま
ず
疼
痛
の
除
去
、
筋
痙
直
に
よ
る
運
動
障
害
や
関
節
拘
縮
を
改
善
す
る
こ
と
で
す
。
保
存
的
治
療

と
し
て
薬
物
治
療
、
注
射
、
温
熱
治
療
、
運
動
療
法
を
併
用
し
て
疼
痛
、
拘
縮
の
改
善
を
は
か
り
ま
す
。
薬
物
治
療
と
し

て
は
、
消
炎
鎮
痛
剤
の
経
口
薬

坐
剤
、
外
用
薬
と
し
て
薬
剤
を
含
む
湿
布
を
貼
付
、
夜
間
痛
不
眠
を
訴
え
る
例
に
は
睡

眠
剤
の
投
与
も
効
果
的
で
す
。
疼
痛
の
強
い
例
で
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
や
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
注
射
を
肩
甲
上
腕
関
節
や
肩
峰

下
滑
液
包
内
に
注
入
し
運
動
を
行
う
と
よ
り
効
果
が
上
が
り
ま
す
。
運
動
療
法
と
し
て
は
、
自
動
運
動
を
中
心
に
行
い
改

善
な
け
れ
ば
他
動
運
動
を
行
い
ま
す
。
保
存
的
治
療
に
て
改
善
の
な
い
例
は
手
術
的
治
療
の
適
応
と
な
り
ま
す
が
少
数
で

す
。五

十
肩
の
症
状
が
あ
る
方
は
整
形
外
科
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（21）



金融共済部からのお知らせ
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

五月俳句五月俳句五月俳句

4月号の正解は
「ウグイス」でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれま
した。

深 川 市　　上田美代子　様
深 川 市　　松原　郁子 様
旭 川 市　　小谷　正美　様

【送り先】〒074-0015　深川市深川町字メム１０号線山３線5850番地
　　　　 JAきたそらち農業振興部営農企画課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-1228

【ホームぺージ応募フォーム】URL：https://www.ja-kitasorachi.com/living/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
1

2
3

4

5

7

11

12

13

14
15
17

18

囲み。骨組み。物の周りを取り
囲む線。
微細な粒。
研磨剤・洗剤などをまぜて作っ
た、みがき粉。
普通の開花時期より早く咲くこ
と。また、早く咲く品種。
鉄道の線路。カーテンなどを
円滑に走らせるための溝のつい
た鋼材。
物事がはやく進むように働きか
けること。
ナラ、クリなどの枯れ木に生え
る食 用き のこ。外 面 は 褐 色。
肉は白色。
まっすぐで細長く手に持てるぐ
らいのもの。
封筒・容器・出入口などを閉
じてふさぐこと。
市が運営すること。
一年のうち、九番目の月。
最も軽い気体。燃えると酸素と
結びついて水になる。
どうすればいいかを考え、物事
をうまくやっていく頭のはたら
き。

1
4
6

7

8

9

10
12
14

16
18
19

20

腕の力。
空にくもの少ない状態。
英語で余暇のこと。〇〇〇〇施
設、〇〇〇〇シート。
どうすればよいかについて話し
合ったり、他の人に意見を聞い
たりすること。
細長くそいだ竹 などを編んで
作った底の浅い容器。
まっさらで何も書かれていない
紙。契約などが最初の状態にな
ること。
たたみを敷いた場所や部屋。
英語で男の子。少年。
空気などの気体がまったくない
空間。空気を抜くこと。
数が多いこと。〇〇↔少数。
土地の形。
昔からずっと人から人へ、言葉
で伝えてきたこと。
おばあちゃん。

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォーム・ハガキ・
ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよりに対するご意見ご要望を
記入の上ご応募下さい。
締切6月30日消印有効で当選者とクイズの答えは令和７年8月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
夫
婦
な
る
二
人
を
祝
福
春
の
雪
　
　
　
　
　
　
北
川
　
満
江

旅
立
ち
は
ま
ず
春
泥
に
靴
落
と
す
　
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
制
服
の
袖
は
長
め
の
新
入
生
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
待
子

　
箪
笥
発
青
空
行
き
の
春
シ
ョ
ー
ル
　
　
　
　
　
竹
原
　
美
裕

　
花
祭
り
音
楽
聞
く
や
寺
参
り
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
五
月

　
通
学
の
バ
ス
に
新
顔
あ
り
四
月
　
　
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
雪
解
道
杖
の
代
わ
り
に
ス
コ
ッ
プ
を
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会

北
竜
支
部

　
朝
ま
だ
き
生
業
の
風
木
の
根
開
く
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
夢
の
ご
と
種
を
催
芽
の
六
十
年
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
競
い
合
う
素
振
り
も
ま
だ
な
し
烏
の
子
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
咲
く
も
好
し
散
る
も
様
な
る
桜
か
な
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
バ
ス
ツ
ア
ー
旅
の
終
わ
り
の
花
の
雲
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

　
背
な
で
聞
く
小
言
の
味
や
蕗
の
薹
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

●
土
筆
俳
句
会

　
白
鳥
の
晨
の
天
に
こ
ゑ
ま
け
る
　
　
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
存
へ
て
山
椒
魚
に
会
い
に
行
く
　
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
男
の
子
と
い
ふ
期
待
も
あ
る
や
鯉
の
ぼ
り
　
　
南
川
冨
美
子

　
残
雪
の
型
に
占
う
作
柄
良
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
郡
外
れ
孤
高
貫
き
鳥
帰
る
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
口
富
美
子

　
昭
和
の
日
好
物
供
え
妣
の
誕
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
優
子

　
ゴ
ン
ド
ラ
の
ゆ
ら
り
と
上
が
り
若
葉
風
　
　
　
森
田
裕
美
子

　
ス
テ
ー
キ
で
退
院
祝
い
風
光
る
　
　
　
　
　
　
沼
田
留
美
子

　
雁
帰
る
裏
の
田
ん
ぼ
は
風
の
道
　
　
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

A B C D E

1 2 3 4 5

6

15 7 8

9 10 11

15 19 12 13

14 15 16 17

18

19 20

D

E

AC

C

B
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１．関係団体等諸会議について
２．内部監査報告について
３．組合員の加入脱退について
４．財務報告及び事業実績について
５．JAきたそらち災害対策組織図及び緊急時連絡先

について
６．固定資産の取得・修繕について
７．JAバンク基本方針に基づくJA財務モニタリング

の報告について
８．職員の人事及び業務事故について
９．貸出金の貸付報告について
10．クミカン貸越極度額の設定について
11．JAネットバンク不正送金にかかる補償について
12．令和7年度  ＪＡバンク経営戦略シートの策定に

ついて     

13．令和7年産米の「生産の目安」の取組状況について
14．R6補正　麦・大豆生産技術向上事業　採択結果

について
15．A－ERW開発プロジェクト試験報告について
16．令和7年度　広報体制と情報発信の協力について
17．令和7年度　組合員巡回体制について
18．令和7年産米の「生産の目安」の追加設定につ

いて
19．令和7年3月 営農懇談会意見・質問報告について
20．米在庫状況（3月末）について
21．畜産物の販売実績（3月末）について
22．令和7年度　青果・花き集荷販売実績について
23．経済部事業実績について

議案第１号　出資金の持分譲渡について
議案第２号　固定資産の取得について
議案第３号　信用事業及び財産の状況に関する説

明書類の縦覧について
議案第４号　財務管理規程の一部変更について
議案第５号　クミカン貸越極度額の変更について

議案第６号　貸出金の貸付について
議案第７号　理事に対する貸出承認について提

出
議
案

１．令和7年産　米の取扱いについて
２．令和7年産　玄そばの取扱いについて
３．令和7年産　農産物予約前渡金及び概算金につ

いて

協
議
事
項

報

告

事

項

第５回理事会 〈令和7年5月8日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

１．関係団体等諸会議について

議案第１号　会長、組合長、専務、常務の選任について
議案第２号　代表理事の選任について
議案第３号　地区代表理事の選任について
議案第４号　委員会委員の構成について
議案第５号　理事の順位の決定について
議案第６号　理事報酬額及び支給方法の決定について
議案第７号　退任役員に対する役員退職慰労金の支給

について
議案第８号　常勤理事の事務引継に係る立会人の指名

について

議案第９号　役員と組合との取引基準について
議案第10号　総代選挙各管理者、立会人等の決定に

ついて
議案第11号　行政庁への業務報告書の提出について
議案第12号　職員就業規則・準職員就業規則・パー

ト職員就業規則の改正について
議案第13号　貸出金の貸付について
議案第14号　理事者に対する貸出承認について

提
出
議
案

報
告
事
項

第４回理事会 〈令和7年4月8日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

組合員の動き
（令和7年4月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,155
112
5,327
260
817

当月末
14
0
21
1
2

脱退
13
2
22
0
1

加入
1,156
110
5,326
261
818

当期首

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（25）
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